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このように，この調査会の仕事

は，農林漁業政策を根本的に再検

討しようとするものであるから，

林業にたずさわる者にとってもき

わめて注目すべきものであるとい

わなければならない。

○○

まず，この問題を提起せしめた

本年の通常国会に農林漁業基本問題調査会設置法案が

政府から提案され，公布の日を若干遅らせるだけの事務

的な修正をへただけで可決成立し，現在委員の選考，事

務局の整備等が進められている。この調査会は農林漁業

に関する基本問題を内閣総理大臣の諮問に応じて調査審

議し，必要に応じて意見を述べることができることにな

っている。溝成は委員30人以内，臨時委員（特別の事

項の承を調査審議する)20人以内となっており，補助的

なスタッフとして専門調査員30人以内，幹那（関係行

政機関の職員から総理大臣が任命する）15人以内を擁す

ることとしている。そうして，2年間に結論を得ること

を目途としてその有効期限を昭和36年3月末限りとす

るとともに，次のようにこの種のものとしては大巾な予

算（昭和34年度分の承）を計上している。

総理府所管委員手当138千円

事務識1,102〃

小計1,240〃

農林省所管

（農林漁業基本問題調査饗）

事務識7,343千円

調査等委託喪3,000．〃

小計10,343〃

（農林本省一般行政菱）

人件費20,145〃

事務費1,333〃

小計21,478〃

総計33,061〃

このように或誰ﾄりな調査会を総理大臣直属の諮問機関

としておいたのは，政府の説明によると「わが国農林漁

業の生産力は戦後著しく増大したが，なお他産業との所

得較差は相当の開きを示している。従って，挫林漁業の

生産性を向上し所得を増大して他産業と均衡のとれた発

展を確保するため，新たな角度から農林漁業内部におけ

る経営の改善，就業構造の近代化等の基本問題やこれら

と関連する雇用，価機流通，貿易その他の国民経済上

の諸問題についても調査審議し，農林漁業の基本的施策

の確立をはかることが現下の緊急課題である」からであ

ると述べられている。

背景から承てゑよう。第1表によると，農林業の就業人

口はかなり顕著にその比第1表就業人口の分布
重を減じつつある。これ（％）

を実数で象ると，農林業 ｜農林業|非農林業巳か一■分-,■－=一一一匁全一｡._

がごく僅かの減に対し，－
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ぃ。言葉をかえれば艇林経済企画調より
業の生産力は全産業平均の半分にも満たない，というこ

とである。どこの国でも経済の発展とともに第1次産業

(農林漁業)の比重が減じ，また，その従業人口1人当り

の生産力の延びも他産業にくらべて劣りがちであるが，

わが国の場合は先進国に比し，第1次産業に従事する人

口の割合が高く，その生産力も格段に低い。経済が安定

的に発展するためには各部門が均衡のとれた成長をとげ

なけれほならないといわれている。特に，わが国の経済

は，戦前は加工貿易方式といわれ，農林漁業が経済循還

の中で占める地位は現在程重要でなく，農業問題も独自

な問題として他と関連なしに扱かわれる傾向が強かった

のに対し，戦後は他産業との結びつきが全面化し，国民

経済の一部門として問題を経済的に扱かう必要性が高ま

ってきた。最近の農林漁業の生産力の低さ，従って所得

形成力の低さ(このこと自体は今に始室つたことでない）

は，単に農林漁業の承の問題としてでなく，わが国経済

の安定的な発展を期する上からも等閑視できない問題と

してクローズ・アップされてきたわけである。昭和25～

31年における農業の労働生産力の延びの度合は必ずし

己■

筆者・参議員農林水産委員会調査員
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竹中：農林漁業基本問題調査会について

基本法制定が本楕的に取上げられたのは全国艇業会議

所，全国農山漁村振興協議会，全国農協中央会などの有

志が自民党政調会農林部長の要請により33年6月結成

した農業基本法研究会である。ここでの論議は過剰人口

問題,兼業及び零細経営対策,土地及び水の管理に関す
る問題など日本農業が当面する陸路に集中したが，いず

れにしてもこれらは農業内部だけで解決できるものでな

く属民経済との関連において総合的に解決しなければな

らないとし，そのためにはまず憲法調査会のような調海

会を設けるべきである。という決諭に達した。そうして

この頃から基本法制定は農業界の輿論となり，一種のブ

ームを形成して各関係団体が基本法制定の要請を次々と

決議し，自民党も社会党もそれぞれ委員会を設けてこの

問題を検討した。かくて社会党は本年1月「艇業基本法

要綱案」を発表し，自民党は調査会設置を決定して法案

を国会に提案した。

○ ○

調査会法と以上の諸情勢を比較してわかることは，法

文に基本法なる字句が全く消されていることである。そ

の間の政府の真意は明らかでないが，政府は，調査会は

基本法の立案を特に前提にしているわけではないと説明

している。その他国会で問題になった主な鞭項は，委員

の選任は特定の政治的立場に偏することなく学謝経験者

の衆知を公正に集約できるよう慎重に行うべきだという

立場からの質問，委員に国会議員を加えるべきだとする

質問，基本問題とは何かという質問などである。委員の

構成は社会党が調査会の運営を政治的に潤色されること

を警戒したものと染られる。これらに対し政府は，委員

の選任は公正を期し広く関係各界の学識経験者から選び

たい。国会議員は学識者の範囲内で考えたい。政策の基

本的方向は調査会の審議に童ちたい旨答えている。なお

衆議院内閣委員会では，(1)委員の選任を公正にするこ

と，②基本政策の立法化を目途とすること，(3)政府は

調査会の答申を尊重し立法化とともに財政措置を識ずる

ことという趣旨の付帯決議を全会一致で決定している。

○○

最後に，調査会の目的である「農林漁業の基本問題」

の内容であるが，実は焦点ともいうべきこの問題が一向

にはっきりしておらず，十人十色だとさえいわれてい

る。そこで現在当面している問題を一べつしておこう。

まず，土地政策の問題である。この問題は艇業と林

業，農地と宅地などの間に困難な問題をなげかけている

ばかりでなく，農業内部にも問題をはらんでいる。それ

は一方では旧地主を中核とする農地被買収者の補倣の問

題であり，他方では農業法人化の問題である。前者は多

分に感情的政治的な色彩が強く，世論もかなり批判的の

も他産業に劣るものではない。といわれているが，この

傾向が今後も持続できるかどうか疑わしいし，いわんや

所得格差を解消する程大きい成長をとげるとは思われな

い。むしろ現状を放溌するかぎり逆に他産業の生産力の

延びの方が大きいとみる方が自然であろう。

しかし，右のような一般補勢の下にあって，錐林漁業

に対する政策が全くなかったのではない。むしろ現在の

政治情勢下において可能ないろいろの施策が行われた。

主なものだけをぷても，農地改革とその維織土地改良

農業保険，技術の改良普及，腱産物のI11格指示，協同組

合の育成強化，酪艇の促進などいずれも戦前の施策より

はるかに強力になっている。林業も林道造林技術普

及，病虫害防除など幾業と同様である。そうして戦後の

農林漁業の発展（第3表参照）はこれらの施策に負うと

ころがきわめて大きい。ただ，経済全体の立場から承れ

ばなお不充分であり，それ故にこそ根本的再検討の要請

が拾頭してきたのである。

第3表腱林水産生産指数

‘（昭25～27年=100)

一
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備考昭8～10年基準の生産指数は昭20＝65.5，

昭25=100.4である。

傘

一○ ○

この間題の動きば現象的にはまず挫業基本法の制定促

進という形であらわれている。昭和32年5月新農山漁

村建設総合対策の推進母体である全国農山漁村振興協議

会が「健山漁村振興に関する基本立法の構想」を発表し

て農政の基本的問題の解決が事業達成のため必要である

ことをうったえ，これと同じ頃西欧を視察した国会議員

が特に1955年の西独農業法（俗に西独艇業基本法とい

われた）に関心を寄せ，ついで艇村法制研究会における

「農林水産基本制に関する研究｣，（32.7から開始，32．

3中間報告）政府与党による「長期農林政策案」（32.7）

の構想，艇林省による「挫林白嘗」（32.8）及び「農林

水産政策要綱」（同上)，32年12月閣議決定の「長期

経済計画」など，この問題に関連する動きが次杢とあら

われた。

－2－
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竹中：農林漁業基本問題調査会について

ようであるが，その勢力は無視しがたいし，後者は世論

の強い支持をえて法人化をはばむ農地法の自作農主義の

発展的止揚を迫っている。自作農主義をなお維持すべき

か，農業の資本主義化に踏魏出すべきか，また踏み出す

とすればどんな手段によるか，という問題が現実の課題

になっているのである。また林業と艇業との競合も戦後

は自然発生的な開墾が暗とんどなくなったため，ますま

す重要である。新しい開拓営農類型として注目されてい

る機械開墾においてば資本の総投入額が北海道の根釧で

町当33万円（1戸当経営農用地18.8町)，青森の上北

で41万円（同上7．8町）にのぼる計画であり，農業関

係者が最も望ましい方式として推奨するものであるが，

このような方式が国民経済上合理的だとされる地域がな

お大量に存在するかどうか，逆に林業との複合経営が考

えられるべきではないかなど，再考の余地が残されてい

るものと思われる。

第2は流通問題である。現在国は米，麦，甘藷馬鈴

藷，菜種，大豆，煙草，甜菜，繭糸について価錦旨示政

策をとっており，今年度から牛乳，木炭，するめ，さん

まについてもある程度の価格調整措置をとることになっ

た。農業では商品作物の大部分が包含されるのであるが

それそれ相当の問題をかかえている。一般に国の助成措

置は経済の人的及び物的資源の配置を偏侍させ，社会の

真の発展に寄与しているかどうかは現象面だけで判断で

きないとされているようである。例えば昨年供給過剰で

大きな政治問題となった職糸は結局大巾に指示価絡を引

き下げることによって落着したし，政府手持量が膨大に

なったでん粉は新規用途たるぶどう糖工業に対し砂糖関

税の引上と消費税の引下，公庫融資などの手厚い育成策

を促す一因となっている。また，米の場合は毎年の生産

者米価の決定が大きな政治問題となり，パリティー価格

方式は有名無実のごとき観を呈し，生産費及び所得補償

方式の採用が強い輿論となって，結果的には農業パリテ

ィー指数のいかんにかかわらずその価格は前年度より下

廻らないことが政治的に要請される情勢になっている。

このことは麦その他の没産物とともに外国食糧の輸入益

で食管会計の赤字をカバーせしめ，なお足らざる分を一

般会計の補てんに仰ぐ形を慢性化している。これらの事

態がどういう意味をもっているかは大きい問題である

が，いずれにしても価獅旨示政策だけでは一定の限界が

ある。また現在ほとんど野放しになっている果織蔬

菜花弁，肉類などは中間マーヂンが大きく，流通機構

の合理化近代化が要請されている。

また，右に関連し貿易上の問題がある。わが国の最近

の貿易収支は一般に先進国とは入超であり，後進国とは

出超気味であって，特にアメリカとは輸入5千8百億円

（全輸入額の1/3),'輸出2千百億円と著しい入超とな

っている（昭32）が，東南アジア方面では輸出品の大

宗である米を日本が買いしぶるため，貿易が停諮気洙で

ある。

最後に過剰就業及び零細経営の問題を挙げておこう。

この問題臓最も爾要であるが，多く述べる必要はあるま

い。西欧の先進国は挫業経営の合理化（零細経営の排除

あるいは粗放過大経営の分割，資本の増設，農地の集団

化など）によって労働生産性を向上することに政策の基

調をおいているようであるが，わが国では非近代的な過

剰就業の問題が深刻であるため，複雑な問題が伏在して

いる。

~､ﾊー ﾍーﾊﾊへ---時~ﾍﾍー 増ー-林業解説ｼﾘー スﾍー ｰー ｰー ﾍー ｰー ､~､--へ

_Z22シラキユースの大学生活

谷口信一箸

シラキユースにあるニューヨーク州立大学林学部で体験した，アメリカの林業教育の実態

Z23林業労働の危険率

醗岡英治郎．薪

労働災害朧人道的な見地から大きな問題であることぱいうまでもないが，企業上からも経

識の節減の観点からも考えなければならぬことである。

定価各50円送料8円

日本林業技術協会
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の純財産の増減を求めて損益を計算するという方法（財

産法といわれている｡）は行われないが，この話は蓄積

経理の重要性の一端を知るにはよい例であろう。

2・問題の発生一一しからば，なぜ最近になって急に

蓄積経理が人盈の関心をひくようになったかというと，

主としてつぎの2つが原因になっている。

（1）経営規程の改正と関連して….昨年2月に国有林

野経営規程が改正された。その間の経緯についてはすで

に多くの人倉によって説明しつくされているのでここで

は触れないが，急増する木材需要に対する対策として森

林生産力を増強させるため奥地の老令過熱林を整理して

優位な人工林に早期に転換させ得るような体制をしくこ

とが改正のねらいの一つである。そのため，収穫規整方

式は生産力増強に適したような方式が採用された。すな

わち，原則的には成長量を基準として伐採量を決定する

が（経営親程12条1項)，成長量の範囲内でば樹種，林

相の改良を促進させ得ないような場合には成長量以上の

ものを標準伐採量として決定してもよいことになってい

る（経営規程12条2項)。現在林分はいまだ老令過熱林

が多いため，成長量以上のものを標準伐採量として定め

ている経営計画区が多い。その結果標準伐採量は，旧経

営規程適用の最後の年度である昭和32年度においては

12,517千maであったが，新規程実施初年度の昭和33年

度のそれは17,072千1n3と大幅に増加した。この事実は，

蓄積経理に重大な影響を及ぼすのであるが，それを理解

して頂くために朧国有林において現在行われている蓄積

経理方法をすこし説明する必要がある。国有林において

現在採用している蓄積経理の具体的な会計処理方法は，

経理規程に要約されているが，それの意味するところを

述べるとつぎのとおりである。保続的な林業経営の収益

は成長量によってもたらされ，成長量を特定の林木に置

換してこれを伐採し,収益をあげる。一方,成長量を維持

するに必要な造林費がこの収益に対応する費用である。

したがって，原則として毎年の伐採量は成長量を超過し

てはならない。ところが，実際の経営においては成長量

以上に伐採を行うことがあるが，その場合には一定であ

るべき立木竹資産が超過伐採分だけ減少している。逆の

場合も起りうる。すなわち，伐採が成長量以下にとどま

った場合であるが，そのときは不足伐採分だけ蓄積ほ増

加することになる。損益計算を行う際にはこの事実を計

算のなかに反映させなければならない。そのためにほ蓄

積の増減額を評価しなければならない。この評価方法に

国有林の蓄積経理を特色づける恒常在高理論が採用され

ているのである。恒常在高理論についてはすでに紹介さ

れているのでここでは省略し，この理論を適用した具体

的な会計手続を経理規程によって見て頂こう。

〔経理規程第57条〕

伐採量叉は造林量が経営案の定める当該年度に論け

生産力増強

計画と

蓄積経理

岡和夫

目次

1．蓄積経理とは

2．問題の発生

3．生産力増強計画の会計思考、
4．生産力増強計画と恒常在高法

5．今後の問題

1．蓄積経理とは－林野庁において最う鍔経理な

るものがにわかに人灸の間で話題になるようになった。

この小女は，識賓経理とは一体なにか，なぜこれが林野

庁に満いて話題になっているのか,､国存林野事業にとっ

てそれはどのような意味を持つのかといつたことについ

て述べたものである。

まづ，諒責魑塁という用語であるが，国有林関係者以

外の方盈にとっては開きなれない用語ではないかと思

う。それもそのはずで，一般用語としてばもちろん旅学

あるいは林業関係用語としてもオーソライズされたもの

ではない。国有体内部において，この言葉が一般的に使

用されるようになったのはごく最近のことである。警誌資

溌錘を一言にしていうならば「損益計算に立木竹資産を

どのようにとりあつかうか」あるいは暖益計算におけ

る立木資産の経理方法」ということである。それでは，

なぜ蓄積経理が話題になるのかというと，聲詣謝蚤理が損

益計算上きわめて大きなウエイトを占めているからであ

る。

昭和33年3月31日現在の国有林野事業特別会計の

貸借対照表を見ると，立木資産の価額は5,490億円にな

っているが，これは実に資産総額の約80％に相当して

いる。経理とは財産の増減変動を記録し，それによって

企業の損益を計算するものであるが，その際結果として

純財産（資産一負債）が期首よりも増加しておれば利益

で，減少しておれば損失となる。これは蓄積経理の重要

性を説明する際に.よくひき合いに出される話であるが，

立木竹盗産の評価額を仮りに1％だけひき上げただけで

純財産は55億円増加し，それだけ利益がはじき出され

ることになる。もつとも，実際には決算ごとにすべての

盗産について棚卸評価を行い，それによって期首，期末

露

9

6

《
）

筆者・林野庁計画課

－4－



岡：生産力増強計画と蓄積経理

る当該経営区の標準年伐量叉は必要造林量に対して過

不足がある場合は，決算の際における損益計算書及び

貸借対照表においては，林野庁長官が素材叉は立木竹

の市場価格及び当該年度の伐採叉は造林に要した経費

を勘案して定める基準に従い算出した額を次表の左棚

の区分に従い，それぞれ中柵又は右欄に掲げる勘定に

計上するものとする。

計算体系のもとにおいて維持すべき資本としては名目的

な貨幣資本が考えられているが，これ以外に実物盗本，

購売力資本等々をもって維持すべき資本とする説もあ

る。国有林野事業において維持すべき資本はいかなる資

本であるかについては検討しなければならない問題であ

るが，いずれにしても，利益を外部に処分した結果資本

に喰い込牽が生ずるような利益であってはならない。32

年度において国有林野事業特別会計は約88億門の利益

をあげている。利益であるからにはこれを外部に処分し

てしまっても資本維持には支障をきたさないはずである

が，果してそうであるか否かかなり問題があるようであ

る。

3．生産力増強計画の会計思考一一過般策定された生

産力増強計画は，国有林が今後たどるべき40ケ年間の

姿を画いた長期計画であるが，現在実施されている経営

計画はこの増強計画に準拠して策定されており，いわ

ば，経営計画は長期計画としての増強計画に対する短期

計画の関係にある。したがって，ここでは説明の便宜上

今次の経営計画を生産力増強計画とよぶことにする。蓄

積経理方法を再検討しようとするとき，もっとも問題に

なるのは生産力増強計画の趣旨を会計処理の上にどのよ

うに反映させるかということである。生産力増強計画に

ついてはすでに色冷の機会に多くの人達によって説明さ

れているのであらたあてここで述べる必要もないと思う

が，要するに森林生産力を増強するため奥地の老令過熱

林をなるべく早く優良な人工林に転換させようとするも

のである。そのため，この計画が達成されると蓄積は現

在の30億石が27億石に減少するが，成長錘は逆に倍

増することになっている。いわば森林の体質改善であ

る。生産力増強計画を会計的に処理しようとする場合も

つとも問題になるのはこの体質改善である。蓄鼓の驫的

な減少に着目して蓄潰経理を行うとすれば，3億石の蓄

積減少を損益計算に反映させなければならないが，単な

る減少としてとらえることは生産力増強計画を生産規模

の縮少と見て損益計算を行うことになる。いう迄もなく

生産力増強計画は生産親模の縮小ではない。したがって

このように経理することにば若干問題があるが，会計的

にはこの方法がもっとも筋のとおった方法なのかもわか

らない。というのは，蓄積が減少した場合に朧減少した

事実を損益計算に反映させることこそ会計の任務である

からである。増強計画の実施によって成長趣は増大する

が，増大すれば伐採量も増加させ得るから成長遼が増大

したという事実は損益計算の別の計算手統によって収益

の増大として当然反映されるはずである。蓄積が減少し

たという事実と成長量が増大するという事実とほ分離し

て，別個の会計手読によって損益計算のなかにもち込む

べきものであると考えられるからである。

つぎの方法は，蓄積の価値的内容に蒲目する方法であ
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区分｜損益計算書

鎌聯雛て鏡|騨辮
雲舞轆幾て艇|撫辮
舗撚鶏鱸|輔総鮮たとき

雪議扉度あ猛要翻斑
に対して造休が不足し 撫舗隼たとき

貸借対照表

伐瀞顎定
伐採調整勘定
（借方）

造林調整勘定
（借方）

造林調整勘定
（貸方）

一

経理規程朧，標準伐採錘を基準にして，伐採量が標準

伐採量を超過した場合は立木竹凝産に減価を生じたもの

とし，また標準伐採量に達しなかった場合には立木竹資

産は増価したものとしている。厳密にいうならば，伐採

過不足の基準に標準伐採鐘を用いるのは適当でなく，成

長量でなければならない。この点現在のやり方は理論的

には正しくないが，旧経営規程の標準伐採量は，それの

算定方法よりしておおおむね成長量に等しいと考えて処

理することも可能であった。ところが新“の標準伐採

量ば，経営規程12条1項によって算定した場合はよい

が，2項すなわち樹種林相の改良のため成長量を超過

して伐採するような場合には，標準伐採量だけ伐採して

おれば立木竹資産は一定であるとして経理するのは不適

当である。したがって現在行われている蓄積経理方法は

経営規程の改正にともなって再検討しなければならない

ことになる。

②利益処分と関連して....国有林野事業特別会計の

34年度予算には33年度の利益のうちから10億円を

一般会計へ繰り入れるような計画がなされている。この

繰り入れ措置は民有林に対する協力の一環として考えら

れたものであるが，国有林野事業に余力がある場合には

当然それを民有林にふり向けるべきである。ただここで

考えなければならないことは，算出された利益は正しい

利益でなければならないということである。正しい利益

というのは一寸変であるが，要するにその利益を外部に

処分しても資本に喰い込象を生じないようなものでなけ

ればならない。もっとも利益について語る場合には前提

として資本の概念を明確にしなければならず，維持すべ

き資本を何にするかによって利益も異る。今日の会計の

8
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岡↓生産力増強計画と蓄積経理

しかるに，今次の経営規程は，一定量の蓄蹟をつねに保

持するという前提に立った収穫規整方法を採用していな

い。経営規程が一定量の蓄積を保持しようとしていない

場合にもなお恒常在高理論が許されるものかどうか検討

しなければならない。ただし，蓄積経理に恒常在高理論

を導入する意義は案外別のところにあるようである。そ

れば，恒常在高理論と密接な関係のある中和化理論であ

る。中和化の理論とは，期首期末を通じて一定のものは

それにどのような価額を与えても損益には影響しないと

いうものである。恒常在高は蝿首期末を通じて一定であ

るので，中和化の理論に従えばこれに対していかような

評価額を与えようとも，極端にいえば1円としても損益

には関係しないことになる。もし，蓄積を恒常在高とし

て中和化するならば，これの評価ほどのようにしても損

益には無関係であるが，決算ごとに全蓄積の捌卸評価を

行うことは現在のところほとんど不可能であるという点

を考えると，中和化の理論催まことに都合がよい。

5．今後の問題一一林野庁では目下蓄積経理について

再険討を行っている。これは，前述した経営規程の改正

あるいは34年度予算において計画された－股会計への

利益の繰り入れ措置等が直接の動機となっている。検討

作業は今年のはじめから行われているが，なにしろ国有

林野事業特別会計の損益に決定的な影響を与える事柄だ

けに容易に結論を出し得ない。目下なお作業中であるが

問題の性質上短期間に結論をだすことはできそうにな

い。また，検討作業の過程で一体この会計において維持

すべき資本はいかなる資本であるのかといった根本問題

についても議論が生じている。現在の会計の計算体系に

おいて維持すべき資本として措定されているのは名目的

な貨幣盗本であるが，恒常在高法は多分に実物資本維持

の色彩の濃い会計手続である。しからぱ，蓄積経理に関

する限り実物資本をもって維持すべき資本と考えてよい

かというと，今次の生産力増強計画の内容を見るとき必

ずしもそうとはいい切れない。増強計画における資本維

持は実物資本よりもむしろ生産力そのものの維持ではな

かろうか。増強計画がねらっているのは成長量すなわち

生産力の増大であるからである。しからば生産力維持を

前提とした蓄積経理の具体的な計算はどのようにすれば

よいのであろうか。これも容易ではなさそうで，現在の

会計が持つ計算技術的能力の点から見て，生産力維持が

はかられるような計算体系が確立できるかどうか多分に

疑問である。

ともあれ，蓄積経理方法を確立するためには単なる会

計的処理の範囲では結論を出し得ないようだ。国有林野
事業の経営原則の究明という根本問題に迄さかのぼり，

また経営規程において規定する収穫規整の具体的手続の

なかからも蓄積経理において考慮されるべき資本維持は

どのような資本であるかを明確にした上で，かくして樹
立された資本維持観の上に具体的な会計処理手続を考え
る必要がある。

る。なるぼど蓄積は27億石に減少するが，粗悪な広

葉樹林が擾良人工林に転換されるのであるから価値的に

は減少せず，むしろ逆に増加するだろう。したがって，

価値的内容の変化を損益計算に反映させ得るような経理

方法を採用すべきであるという考え方である。この方油

は，増強計画の趣旨と合致しておりその点でばすぐれた

方法であるが，実際的には価値的変化の計測に困難な問

題がある。というのは，蓄穣の価値的変化を損益計算に

反映させるためには決算ごとに蓄穣の棚卸評価を行わな

ければならないからである。投下廓､額すなわち造林蜜

を当該林地の価額とする方法も考えられないではないが

その場合は天然生林の価額は零になる。官行造林におい

てはこの方法が採用されているが，国有林にもこの方法

を適用してよいか否か検討を要する。

それから，こんな方法もある。それは森林の生産力に

着目する方法である。企業の価値は，当該企業の持つ収

益力によって決まるという考え方があるが，保続的林業
グ

経営においては成長量を売却して収益をあげるのである

から，成長量が大きい程収益力も高いと考えてよい。し

たがって，増強計画の実施によって蓄積は減少しても成

長量は増大するのであるから立木竹費産の価値は増大す

る。ただし，実際に損益計算を行う際には，安全性を考

慮して価値は一定であるとして計算を行う。すなわち，

蓄積が減少しても立木竹喪産の価額には増減がないと見

て経理するのがこの方法である。

4．生産力増強計画と恒常在高法一一国有林において

現在採用している蓄積経理には恒常在高理論が採用さ

れているが，生産力増強計画が現行の蓄横経理に対して

与えるもっとも大きな影響は，この恒術在高理論の当否

という点である。現在の蓄横経理方法は，一短鐘の蓄積

は常に保持されていなければならないという前提に立っ

て，この一定量を恒常在高とし，伐採の結果恒常在高に

対して過不足を生じた場合は過不足鐘の評価を恒常在高

理論の示すところにしたがって行っている。この場合の

保持すべき一定量の蓄稜としては，観念的には法正蓄額

あるいは旧経営規程における正常蓄穂が考えられるが，

これを基準にして伐採過不足を求めることには若干問題

もあるので,各年度における期首蓄鼓を基準とし，伐採
量＝穰準伐採量（年平均）の場合は期首蓄俄は維持し得

たものとし，また，伐採量＞標準伐採難の場合は期末蓄

積は期首蓄積より減少して保持すべき一定艇の蓄積に不

足を生じたものとしている。伐採量く標準伐採愛の場合

は，それが過去の過伐のうめ合せであるときは恒常在高

に生じていた不足分がそれだけ回復したものとし，また

過去に過伐を行っていなかったときは恒常在高に対して

過剰蓄積が生じたものとして経理している。蓄鼓経理に

恒常在高理論を導入しているのは，従来の経営規程の収

穫規整の手続のなかに一定量の蓄鼓を常に保持しようと

いう思想を汲承とれたからである。そして，その一定錘

の蓄積が法正蓄積であり正常蓄積であったわけである。

《
）

●

●

《
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ポ プラ栽培普及の問題点

パルプ材の不足切り抜け対策の一つとして，最近ポ

プラ，塒にイタリー・ポプラの増殖と普及がクローズア

ップしてきている。このことについての私見の結論を先

にいえば，ポプラは外来樹としては，従来のものにくら

べれば，かなりすぐれた特性をもっているので，多分に

将来性があり，十分に関心を払う価値があると考える。

従って，その増殖と普及に関する諸対策を十分に練り，

正常な発展をとげるよう，関係各機関，技術者が協力し

合う心要があると考える。

しかし，ポプラがいかにすぐれたものであり，かつ，

結果として，わが国のパルプ材不足を著しく緩和するに

役立つとしても，現在までのような進め方でば，予備的
基礎的調査・研究の不十分からくる，無駄，見当外れ，

不合理･・・・がかなりあるので，それに到達するまでには

必ずしも順調な過程をたどるとは考えられない。

従って，いくつかの問題点をとりあげて批判し，今後

はこうすればよりよいのではあるまいかとの考えをもと

にして私見を述べ御批判を得たいと思う。そして，ポプ

ラ栽培の調査・研究が円滑に運び，やがては普及が正常
な軌道に乗るよう希望する。

◎適種・品種の問題

栃木県で焚成中のポプラ肱14種に及ぶことが，報告
されたが（栃木県ポプラ委員会発起人会)，現在，わが

国に入っているポプラは100系統以上という8)。このよ

うに種類が多くては，実地家は一体どれを選んだらよい

かに迷うだろう。熱心で気の早い造林家ほ，集団的に適

悔重比鱗試験を行っているが，まだ，これがよい品種と
いう結論が出されていないから，こんな妙癒ことにな

る。

本筋からいえば，一応しかるべき研究機関で適性品種

試験が行われ3)，目的別，地方別に大体こんな品種がよ
かろうとの指標を実地家に知らしめるのが順序である。

もし，試験・研究に時間がかかり，そう簡単には決定
できないというのなら，それまで，宣伝すべきでないし

また，苗の配付や普及の手段をさしひかえておくべきで
あろう。にもかかわらず，苗業者や農家に，各種の苗が
手渡されていくのば，一体どうしたことであろう。

そして，今になって，品種や系統が混乱しそうだとさ

筆者・宇都宮大学教授

倉田益二郎

わいだり，'，また，わが国の学会・研究者が協力的でな

いとの不満があるのはどうしたことであろう。

このような事態になる前に，これならよいと決定，ま

たは見当をつけたすぐれた系統を選び，限られた数（た

とえば1～3種）だけを爾点的に配分，普及すべきであ

った。

しかし，今となってば，どうにもならないから，次善

の策としてできるだけ早く，推奨に値する系統を選定す

べきである。そして，これからば本格的な適性品種試験

を行い，よりよいものが見つかり次第，順次すすめてい

くのがよい。

ともかく，現在のように，実地家がどんな品種をえら

んだらよいかを，一を試してみなければならないようで

は普及にまで発展させてはならない。少なくとも農業の

分野にはこんな無茶なことはないし，また，許されるこ

とでもない。

たとえば，農業方面で最近問題となってきたビートの

普及増産のため振興局内にテンサイ糖業研究会が発足し

政府では「日本テンサイ振興会法案」を国会に提出し，
ビート作に関する試験研究を進め，優良適性品種の生産

配付を行う計画を立てていることをよく味わうべきであ

る。惜しいかな林学・林業界では，この点に関しては無

節操，無責任である。かつて，ユーカリ，あぶらぎり，

その他でかなり大きな失敗を招きながら，大した責任を
感ぜずさらに，また，ポプラでも繰り返されては遺憾で

ある。

◎苗木需給の問題

さし穂は1本15～60円（最高は350円ともいう）と

いうが，これをさし穂母樹として30本以上とることも

むづかしいことではないし，また，技まきすればさらに

多くの苗が作れよう。かりに，1本の苗から，20本のさ

し穂がとれるとすれば,100万本の苗が2年後には4億

本になる。これを0.1haあたり20本植えとすると200

"ha分の苗ができる。どんなに未利用地をうまく利用

して，ここ3～4年で,200万haの糠蔑を行う見通し

がなり立つのであろうか。

ポプラほど易しく，増殖できるものでは実は，植栽予定

地が用意されて後に，苗を計画的に生産してよいはずで

ある。

一一一一7－-一一



倉田：ポプラ栽培普及の問題点

そして，苗の増殖よりも，栽培法の研究，収支の検討

を行って，その有利性を知ることが肝要である。今のよ

うな状態では，苗木が過剰生産になり，苗値の暴落のた
め乱売せざるを得なくなる。

その結果，良心的な苗業者緑ど，引き合わなくなり逆

に姿を消すに至る可能性が多い。このような苗の需給を

考えに入れて，苗木業者を指導しなければならない。

なお，判断に苦しむことは，読売新聞に「パルプ不足

切抜けに，イタリー改良ポプラ，ダダで苗木を配って増

殖」の大きな見出しで記事が出たことである6)o

もし，記事にあるように無料で苗木が植栽者に配付さ

れるとなると，いわゆる苗木業者との関係はどうなるの

であろう。無料で配付せねば，栽培者にとってはポプラ

栽培は引合わないのであろうか。また，苗木業者を認め

ないでいこうというのであろうか。

◎収支の問題

前にあげた読売新聞の記謝によると配付をうけた者ほ
成木を売る場合はパルプ会社に時価で売ることになって

いるが，一体時価はどうして決められるのであろうか。

とかく，新しい生産事業を起す場合，その収支の見通

しは，大体の基礎資料によって推定されるものである。

しかし，このポプラについては，何年生で大体何立方

米輌石）の収穫が期待できるとは記されていても，わ

が国ではそれが何万円になるかの黄料はない。

従って，収支計算をしようにも全く手がかりがつかめ

ない。もし，収支計算があっても，具体的に，何年生で

これだけの成木1本は，大体何円で買取るという予定線

は出すべきであろう。

このような，いわばいざという時には，保証するとい

うほどのしっかりした基盤がないと，新しい事業には多

くの農山村民は，有利だと判るまで飛びつかない"。

それだから，本当に増殖を期待するなら，この点をも

つと明らかにして呼びかける必要がある。そうでないと

いくら宣伝しても，苗でもうけようとする者ほふえるが

真に栽培しようとする人々は得られまい。

私は，今日まで特用樹栽培をしようと相談をうけるご

とに，その木がいかに早く仲ぴ，収騒が多くても，雷ず

その生産物がどれほど有利に処分できるかが決まるまで

は，うっかり栽培しないよう返答してきた。

まして，ポプラのように新しい特用樹の場合ではなお

さらである。また，かりに，10年生～15年生ポプラで

1haあたり何万円の支出に対して収入が何十万円で，

差引何十万円の利益があって，有利だといっても，関東

東北地方では昔から有利なキリ栽培がある。ほとんどき

り栽培とポプラ栽培は似ているので，炎本，労働力，栽

培法，などもそう差がないと考えられるが，しかし，ぎ

り林1haからの利益にくらべてどれほど有利な結果が
出るであろうか。恐らく十分の一という数が出ればよい

方ではあるまいか。

ただ，関東，東北地方には未利用開発があり，酪農と

結びつく可能性があるから，酪農と結びつきにくいきり

畑とくらべ，ポプラ畑の発展余地が残されているとも考
えられる。

しかし，近畿，四国，九州地方では，誼プラと同じよ

うに扱えば，アカシヤ（特に忍はフサアカシヤをすすめ

るが）がポプラやユーカリよりも有利なことは，もう，

議論の余地もないと考えられ，ポプラの入りこむ余地は
そう期待できないであろう。

◎栽培適地の問題

ポプラの適地としては，いままでのどんな樹種におけ

るよりも，地味のすぐれた上等地が要求されている。

これは，ポプラがこのような適地を好むというよりも

今日のように，ポプラに対する関心を，十分ひきつけて

おくためには，そのような地味のよい所を適地として要
求せざるを得ないからである。

別の考え方からいえば，ポプラ栽培で要求されるほど

の上等地で，ポプラにおけると同じような肥培，管理を

すれば勘ポプラに劣らず，よくのびる樹種は他にも存在
するかもしれない。

ともかく，山地には，今更，ポプラの適地がないから

畑道路わき，山すそ，家敬まわり．…などが候補麺に
あげられることが多い。

しかし，私は，不適地とされる山地や未開とん原野こ

そ，やはり，ポプラ栽培の主要候捕地であって，畑，家

敷廻り・…などは従属的な場所であると思う。というの

は，ポプラがすぐすぐ伸びるほどの畑，家敬まわり．…

はポプラ以外にもつと有利，有用なものが栽培されるか
らである9）。

従って，ポプラの不適地といわれている，やせた山地
原野こそ，重要なのである。このような有望な場所を，
ポプラ推しようの立場にある人女が，栽培技術がとても

進歩した現代においても，林業的なからにはまった適地
適木の観念にとどまり，不適地と見捨てていることは残
念である。林業以外の分野では，われわれが不適地とし

て見放しているやせ山，原野をいかにすばらしい土地に
改良し，その生産性を高めているかを知るべきである。

最近問題になっている農業基本法で500万haの林野を

開拓予定地にくり入れていることを忘れてはなるまい。

要するに，適地に適木を植えることには異論はないが

不適地に適木がないと考えてしまうことに誤りがある。

つまり，不適地を適地化して，適木を導入しうる技術的

対策がなくては，かえって，しめ出しを食うほかはある

『
《
》
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倉田：ポプラ栽培普及の問題点

次に，飼肥料木草をポプラ林に間作する方法である。

イタリーでは，はんのき類やアルブアルフア(ルーサン）

が間作されている例があるがｴ》31わが，国でも実情に則

した飼肥料水草を選定する必要があろう｡

例えば，イタリアン・ライ・グラス，アヵ・クローバ

ーを初期に間作し，ポプラの成長につれて，オーチヤー

ド・グラスやラジノ・クローバなどを導入し，また，飼

肥料木としては，いたちはぎ，英国とげなしにせあかし

やなどを間作し，酪農業と密接に結びつければ，ポプラ

栽培の推進余地も広つまってくる。

住宅，工場のため，水田がおかされ，水田のしわよせ

が畑に，畑のしわよせが山地にくるという，現実に対し

逆に，山林樹木を畑，水田，宅地にもっていくのは，そ

れが可能な場合はあっても，量的に限られるであろう。

わが国の土地生産業は，国土綜合開発的には，7割近

くの山林の高度生産化に目標をおいていることを忘れて

はならない。

◎仕立方の問題

仕立方のうち，まず，問題になるのが，植付本数であ

ろうが，「団姻遭えの場合，10アールに25～30本で，

40本以上はおすすめできません」とされている5'。

ところで,植付本数の疎密な樹種,生産目的,栽培法，

間伐材の処分，地利など，いわゆる林業的条件によって

決定されるものであることは，私は否定しない。

しかし，ポプラのように混農式，童たは，高度肥培法

によるものでば，林業的条件以外に，社会，経済的な条

件に影響され，その地方ごとに特色があるので,1ha"

たり何本と劃一的に決められない。イタリーに請ける栽

培をそのままわが国にあてはめてよいかは疑問である。

つまり，ベニヤ材，製材生産を主目的とする比較的高

伐期の場合と，パルプ材を主とする低伐期の場合とによ

っても差があるように，目的によっても，かなり，植付

本数に差が生じてく葛。

従って，ボブ綴ラの疎密別の本数侭これから，各条件

に応じて鯉鎮研究され，それによって決窪されるべきで

ある。

そのための試案として湛は，団地栽培では，始めの植

付本数は一応0．1haあたり100本内外とし，順次除

間伐して適当な存立本数にへらして研究したらと思う。

これでは無駄が多いという論があるなら，私は何を根

拠に反論されるか反論したい。ともかく，無駄でも体験

しておいた方がよい。無料で配付されるほどの苗がある

ポプラでは，特にやりやすいであろう。今になって0．1

haあたり30本が適当とされていた日本洞で,0.1ha

あたり130～150本が有利な場合がかなりあるとの新説

が提起されていることを十分参考にしてよい。

まい。

たとえば，広島県チチヤス牧場の飼料山の例はもうよ

く知られているし，なお，奈良県宇陀郡榛原町のくぬぎ

林で，わが国の一等畑でないとよくできないといわれて

いるアルフアルブアや，赤ク画一バー，ラジノ・クロー

バーなど力誌隊培されて鎧り，また，那須野原の数十ヘク

タールの雑木原野が，立派な牧草地に収良されている。

さて，林地以外では広い原野地帯は，農耕地，住居，

その他のために，防風林の必要があるが，いずれは針葉

樹で半永久的な垣を作るとしても，応急的にはポプラに

よることも一利があるだろう。

また，水田のあぜに単木的に植えたらどうであろうと

考えている人もあるが，これは，大きな期待はかけられ

まい。というのは，昔からのはんのきやとねりこの類は

稲かけ木として利用され，枝臓燃料，葉を肥料として使

うため，材が目的でないから，頭木更新を行い，太さの

成長をおさえて，稲に日かげを与えないよう仕立てるの

である。
〃

これに対し，太さの成長を第一の目的とするポプラで

ば，技葉の広がりによる日かげの広がりのため，米の減

収と大きく結びつくであろう，そして，それが他人の所

有の水田に近いとすれば苦情が出て，計画しても植える

ことはむづかしい。

◎肥培法の問題

すぎの一等地でのポプラの無肥栽培や畑地間作であれ

ば，肥培法も，それほど大きな問題とはいえまいが，山

地や肥料木，牧草，下作などによる場合では，や朧り検

討をしておく心要がある。

この場合，私がまず，提議したいことは，まず，都会

近くのまつ林，雑木林に，都市のふん尿やごみ屑を散布

したり，埋込むことである。

宇都宮市では，ふん尿を市内を流れる田川に捨ててい

るが，市民の衛生思想が高まって，いざ，問題となった

ら，その処理に困るだろう。同じようなことが日光市で

も起っている。このようなことは全国の都市の悩承であ

ろう。

この処理地を近隣の低生産林地に求め，自動汲取車を

用いてふん尿を流し，穴を掘り，ご象を埋め，土地改良

を行う。そして，そこにポプラを植えたらどうであろ

う。

これは，一つの例であるが，このようなことでも行わ

ねば，そう簡単にはポプラ親告の適地が求められないだ

ろう。

つまり，このような不適山地さえ，ポプラの適地に改

良されないならば，ポプラ隷音地は，そう易燕とば求め

られまい。

一

ユ
ｒ

昼

一

－－－9－-一一



倉田：ポプラ栽培普及の問題点

◎栽培予想地の推定と官民協力

100万本の苗を8》，もし，順次さし木苗用に向ければ
2年目に4億本となり，これを0.1haあたり20本植

えとすると200万haを要することになる。

しかし，養苗する側からいうと，やっぱり確かに近い

需要量があって，それに応じて増産することになる8'こ

とは当然であるが，ポプラ材の需要はあるといわれてい

ても，植える側（苗木業者ではない，其の栽培家）の苗

の需要がつかめていなければ，苗の生産計画は立たな
い。この計画が立たない前に，苗木の生産が独走してい

るのが実情のように思える。

ところで，苗木の要求錘の算定基準を求めるには栽培
予定地の推定がほぼ確立していなければならない。この

推定が立たないうちは，下手をすると苗木の生産過剰が
起る。とすると，栽培予想地を震ず，推定して，それに

応じた生産目標を立てる必要がある。このため都道府県

単位に，資料にもとずいて，その種目別の面積を算定す
る必要が起る。

例えば，林地，または桑畑で転換できると見込まれる
面積，その他道路,"IIM,畑地.…で，それぞれ何万

haづつあるかについて検討してふるべきである。

このような推定を行っても，仲々，計画通りにいかな

いことは，草地改良で綴験している。

ところが，ポプラで朧，官民歩調を合せて計画，推進

してきたものでないようである。もちろん官の力がなけ
れば，一つのことが進展しないというものではないが，

それかといって，ポプラ栽培を全国的なき勲莫で進めてい

くためには，官の協力を無視しては，順調に運ぶことは

むずかしいであろう。従って，民，官の協力があった方
がよい。ことここに至ってば，郷系官庁が，まず,この

点から協力されることを期待したい。

現伏は，あれこれと議論しているばかりの段階ではな

くて，どんな対策をとるのがよいかについて議論し，具

体化する段階にきていると考える。
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待望久しい航空写真判読技術者の必#鱗が，

編集に，印刷に，多くの困難を克復して遂に

出版されることとなりました。
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既成図面の局部修正には是非これの御試用を

小班界，林相界，一筆界地類界等の訂正あるい

は挿入に最適

1組2枚1枚単価¥800.00送料実費

－林野庁監修一
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判読スケール
全国より集めた主要機織のステレオ

グラム50枚，いずれも詳細なるデ

ータを添付。

A4判・上製本・アートポスト2001b
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編集・日林協測避指導部

航空写真判読技術者必携.／
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日本林業技術協会・測量指導部．
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とになったのである。

ユーカリについて充分の認識をもつ間もなく着手され

たこの試験研究は，失敗の苦杯を重ねつつすでに五星霜

を送るに至ったが，未だその緒についた程度で，もちろ

ん将来見透しをたてることは困難である。あるいは今後

発生するのではないかと思う病虫害や台風などの被害程

度及び収謹時における林分成長量とか経済効果などにつ

いては，今後の研究にまたなければならない。

ともあれ実施後5カ年を歩み来つたユーカリ造林の経

過が，どんな姿にあるかを有りていに御紹介し，ユーカ

リに関心をもつ方々の御参考に供したいと思う。

この中間報告は地方庁のWII:!究機関で実施してきた現地

適応試験において数をの失敗の原因を究明し，報告に接

した賞料に基ずいて現況をまとめたのであるが，更に国

の試験場や，民間で行われた造林試験の経過をも合わせ

現段階におけるユーカリ造林に対する考察をのべること

とした。

なおこの暇纏めにあてた賓料は，植栽2．3年間の数

値をでないので，今後新しい結果を得次第追次報告を重

ねたいと思う。

1．現地適応試験

このユーカリ造成試験は，わが国に適応するユーカリ

の種類，造林技術の確立，林分としての生育状況を明ら

かにする目的で，昭和29年度に着手し向う10カ年で

一応終了することになっているが，国費による補助は32

年度までの4カ年とし，その後は担当する研究機関で管

理調査することにした。

なお着手当年には宮城県を北限として外36府県にま

たがって実施したが，その経過より漸次実施県を整理し

て，昭和30年度には34府県に，さらに昭和31年度

には25府県とし，最終年度の昭和32年度には和歌山

県外7県に重点的にすすめることとした。

試験の実施要領は，品種別の植栽試験と掴B法及び標

高別植栽法の三通りの試験を組み､合わせる総合試験を行

うものと，単に地域の適応性を承る品種別植栽試験を行

うものとの2系統に分けた。

総合試験を行うものはグ戸プラス，グランデイス，ピ

ミナリス，グニー，ギガンテア，オプリカ，ロブスタの

中から5品種を選んで次の組合わせ設計で試験するもの

で，それを担当した県は，宮奴岐阜，兵庫，和歌山，

島根，徳島，福岡，鹿児島の8県である。

（イ）品種別植栽法別試験

植えつけに当ってスギ，ヒノキの場合と同じ方法によ

るものと，施肥耕起値栽するものとに分け，それぞれの

活清，生育関係を確かめる。各試験区の面積は0.1ha,

植付本数200本。畑凹龍1株当り粒状肥料（ちから1

号）を50g施す。

一カリ造林試

歩みをかえりみ

一験
て

小野陽太郎

林業にも流行がある。かつて天然更新，強度の間伐，

1年生造林と論ぜられてきたが，近年になってユーカ

リ，メタセコイヤ，ボブ･ラなどの外国樹種が問題になり

また大きい施策として林木育種，林地肥培，拡大造林が

進められている。林業といえども時代の要請に応じ，森

林資源の急速な増産に真剣な検討が加えられねばならな

い。そしてこのような題は，他の流行と違って，地道に

奥深く堀り下げられなければならないのである。

ユーカリの造林が林業界の注目を浴びるようになった

のは，昭和28年頃からで，しかもその提唱者は林業に

は縁の薄い，水産業界の故月本二郎氏によったのであっ

た。この提唱は林学，林業の「ピックニニース」として

各方面から論議されたのであるが，一方同氏の声でユー
カリを植栽しようとする人,々が急にふえてきた。

およそ，外国樹種を気候風土を異にする，わが国に導

入する場合には，まづその樹性を充分に検討し，その適

応性を見きわめ，育苗，造林技術や病虫害に対する措置

なども解明されなければならないし，更にその植栽され

た林分が，果して期待されるような生育をとげるか，ま

た生産された木材の利用価値がどうなるかなどについて

の基礎的研究が行われなければならないのである。

しかるに突如として台頭を承たユーカリについては，

従来この種の試験研究されたものもなく，単に諸外国に

おける実績腱埜ずいて，事業的植林が進められそうにな

ってきたのである。ことの重要性に鑑みて林総協の中に

外国樹種導入研究会が設立されて，果してわが国にユー

カリの導入が可能であるかの検討が加えられるようにな

った。

国においては，昭和29年度より国費をもってその基

礎的研究を，農林省林業試験場に実施せしめることにな

り，さらに都道府県の研究指導機関を煩わして，ユーカ

リ造林についての，現地適応試験を実施させることにな

った。これに呼応して九州，京都の各大学や国有林を初

めとして，民間業界においても，軌を一にしてその造林

試験が行われることとなり，ここにわが国として始めて

ユーカリ造林についての本格的導入の研究が発足するこ

一

f

名

‐
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小野：ユーカリ造林試験の歩承をかえり承て

第1 して，客車便で急送する手筈をしたのである。

しかるにその実行に当っては育苗上の手違いもあって

供試品種の変更を来さざるを得ない到轆も起り，また整

一な苗木も期し得られなかった。これらの苗木は遠隔の

各試験地に輸送されたが，植栽適期を逸したものも多く

おおむね4月より6月下旬に植え付けられたのである。

従って実施当年の植栽成縄ま品種，地域，植栽法別に

判然とした比較検討を行いかねるが，実施県の中から数

県を抽出して，その活着，生育，越冬生存率を総括表示

すると第3表の通りである。

その結果からゑると活着の状況ば品種によって侭劣が

ほなはだしく，ロストラーダ，ロブス女が活蒲がよく，ピ

ミナリス，テルテコルニス，グランデイスについで,ギガ

ンテア，グ戸プラス，オプリカ，サリシブオリアが悪い。

成雲においても戸ス'､ラーダ，テルテコルニスが秀

で，グロプラス，グランデイス，ピミナリス，ロプスタ

などは大差なく，オプリカ，ギガンテア，サリシブオリ

ヤが劣り，植栽法別では施肥緋起した方は何れの品種に
潴いても優れている。

また冬季の厳寒を越して生存したものは，グランデイ

ス，グ戸プラスでは，関東，北陸などの低温地に皆無

またはきわめて少く，ピミナリスは新潟地方においても

寒害をうける割合が少い。

温暖な和歌山,福岡,鹿児島県下においてグロプラス，

グランデイスなどの生存率の低いのは単に立地の関係で

なく，苗の健全度その他の理由に基ずくものであろう。

初年度におけるユーカリ造林の成績は第3表で判るよ

うに,活着並びに成育に優劣がはなはだしく,実施要綱で

求める講田な結果が得られず,正に失敗の苦杯を喫した。
その主因と考えられるのは第一に山出用として適切を

欠く苗木を遠隔地へ輸送したために植付け後苗木の萎凋

を来たしたこととによる。これらの苗木は日本ユーカリ

研究所の宮崎県及び和歌山県下の苗畑で菱餌したもので
グ官プラスでば苗高4～8cnlにすぎない繊弱な苗が多

く，比較的良苗と思えるグランデイスなどでも根系不良

の苗であった。しかもその発達に当つてはの小苗，本，
本に赤土をつけるかあるいは水苔で包む荷作りする関係
もあってか，発送に手間どり，4月から6月下旬にかけ

て遠いところは’週間余の輸送時間を要したために著し
く活着力を失うに至ったものといえる。

第二には植栽に当って，ユーカリの糊生を充分に知ら

なかったために，適地の選定を誤ったり，かつ取扱いに

不備の点が多かったことなどもあろうかと思われる。

植栽に当って最も重要なことは山出しに適する健全な

苗木をなるべく植栽地に近い圃地で菱成し，できるだけ

輸送による萎凋を防止することに努めなければならない
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起植栽区角の植穴を堀り施肥

して植える方法

200!200

20･|2｡｡
200

（ロ）品種別施肥試験

2～3品種について地表荒起し後堆肥または粒状肥料

を施して植栽するものと普通植栽した場合の活着，生育

の関係を明らかにするもので，各試験区の面穣を0.1ha

としそれぞれに200本植えとし，堆肥は1株当3,75kg,

粒状肥料は前同様ちから1号を509づっとする。

第2表

一
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グﾛブﾗｽ20012ool2001
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－ス

鱸難懲
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（ハ）標高別植栽試験

山麓，中腹，峯部と立地を異にする個所にっb､ての活

蓋生育の比較を行うもので，本試験区は事業分量に余

裕ある場合に，’品種を選び各区を0.05haにとり100

本植とした。植栽要領は前区の"IE耕起植栽法による。

地域の適応性を染る単独植栽試験はグロプラス，グラ

ンデイス，ピミナリス，サリシプオリアの中から2～3

種を選び次の設計で造林可否を明らかにするもので,実

施した県は群馬，福島，茨城，栃木,千葉,東京,山梨，

長野，静岡，新潟，石川，福井，愛知，三重，奈良，京

都，岡山，広島，山口，鳥取，香ﾉll,愛媛,高知，佐賀

長崎，熊本，大分，宮崎の29府県である。

なおこれに要したユーカリの苗木は，当時わが国で唯

一の謎苗を行っていた日本ユーカリ研究所の宮崎県及び

和歌山県下の同所苗畑で育成した1年生小苗の送付を受
け植栽にあてた。

初年度の実行経過

前記の実施要綱に基ずいて37府県の研究指導機関に

おいては，昭和29年春季より一斉にユーカリ造成試験

を実施した。着手早を問題となったのは計画に基ずく供

試用の苗木を損傷させることがなく，しかも植栽時期に

間に合うようにいかにして送達せしめるかである。

このことについては日本ユーカリ研究所と充分な打合

せを行い，できるだけ整一な苗木を選び，士付苔荷作り

a

《
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小野：ユーカリ造林試験の歩承をかえりぷて

ことである。出しには鉢付けか水苔球をつけるのが効果的である。

次年度後の実行経過（ロ）土質と成育ユーカリは湿地にも耐え育つとい
初年度における実績にかんが象て，次年度よりは，そわれるが，わが国のように雨の多い気候下で朧必ずしも
れぞれの試験地に適応性あると考えられ各種のユーカリ－言にいいかねる。何れの品種においても理化学的性質
種子を苗畑に播き，健苗を得て補植することとした。なにとむ埴壊土か適し，重粘土地とか岩質地などでは育ち
お重点実施県においては育苗方法，土質と成長の関係，が悪い。褐色士とか赤色士などの場合には卿凹を無視し
品種別耐寒性について詳細な調査を実施した。て生育が期待できない。

それらの試験の結果から知り得た点を要略してふると（ハ）品種と耐寒性ユーカリは漂洲原産であって寒

次のようになる。さに弱く，いかなる品種が，果してわが国の気候下に耐
（イ）育苗兵庫県林業試験場では，グロプラス外4え育つかを正しく把握することが最も重要なことであ
種のユーカリについて，発芽勢，発芽率を検定して，箱る。それを究明するために全国各県下に植栽してその適

まき，苗畑直まき，ビニール被覆などの播種育苗試験を否を検討すると共に，兵庫県外数県下で品種別の耐寒性
試象た。その得苗成績は第4表の通りである。ゾを調査してきた。次に兵庫県山崎町（平均気温14．8度

第4表
一
一I |得苗数に

顎…数康評封齢褒種発芽勢播種期
ロ
ロ口

唇ストラータァ00“,20120‘,OOOl418S88
301,500"70031．11．9301,500260218

〃70082．5.17303,8003,1232,510

201,800〃70032．8．6670562

〃70032．9.4806008050

式リヲドーラ42031.5．22109006005861
グロブラス80031.5.22205,0002,2001,5301
サリグナ61681.5.22151,800840670

ピミナリス68031．9．2010500321276

シネリラ68031.9.2010700500410

"68031.11．910400270165

20〃68032．8．61008468

430503880〃68082．9．4503880

グン二89031．9．2010500463410

"89032.5.17151,200986603

"39032．9.4145041'32

テルテコルニス80032.5.171302,5002,03611,580,
（注）得苗は根元直径0.2cm,苗高15cm以上のものを合格とする。

得苗数 得苗率
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830

883

929

500

957
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727
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781

745

872

867

918

390

813

893
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育率

388

218
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410
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80

410
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32
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370
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255
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この結果からゑると，種子の発芽率は羅後の経過年最低気温9．9度）で調査した結果を示すこととする。な

月で急に減少する。擢瀧劃菱の管理が大切で，箱まきのとお調査は15品種の1，2，3年生苗木の幹と葉に及ぼす
きは底部から注水させるように，苗畑では嘩驍器を使つ簔砦の程度を現わしたもので，その程度は微被害は1～

て灌ｵくし，韓桑防止にはイネワラを被覆させると効果的30％，中被害は31～60％，激被害は61～99％，枯死
である。またまきつけ床を連続して2回以上使うと蒜彗を100％として示したのである。

の発生が多くなるので，まきつけの場合はウスプルンに1年生苗の､瀧寒性は8品種中最も弱いのはシトリオド

よる土窮肖毒が必要である。－ラ，サリグナで地上部全部枯死し，次いでレグナンス

苗畑のまきつけ床iこビニールを被覆して雨を防ぐ方法グロブラスも弱く，ケンニーは1本の被害も受けていな
は結果がよいが，グロプルスなどをピニールハウス内でい。

菱苗すると病害にかかることが多いから]反扱いに注意が2年生苗の場合はグランデイスが最も弱く，グロプラ
必要である。スロスI､ラータやや強く，ギガンテアピミナリス，グ
なお床替は5.6cmの稚苗のうちにする方がよく山ニーは無被害となっている。3年生苗の被害程度もグラ

ー14－



小野：ユーカリ造林試験の歩みをかえり承て

第･5表1年生苗の寒害
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第6表2年生苗の寒害

状 況
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小野：ユーカリ造林試験の歩承をかえり象て

ンデイス最も弱く，グロプラス，サリグナこれに次ぎ，

ピミナリス，グンニーは全然被害が認められない。

（二）昭和30年以降の生育

各実施県においては昭和30年度において，改めて自

家鍵苗による植栽試験を実施したが，おおむね健苗を用

いたために活着，生育比較的よく，寒害による不適地以

外の植辮hに鐙いては順調な生育をつづけている。

次に2，3の裳訪腫県における生育経過を示すこととす
る。

（1）福岡県久原試験地における品種別植栽法別試験の

経過

第8表

値）同所における標高別植栽試験の生育状況

第9表

｜
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本試験地の峯区は比較的傾斜少なく，中腹区が強く，

山麓区の一部には急傾斜のところがあって肥料分の流失

が多い。植栽3年目における生育は山麓区がよいが残存

率が低く，急傾斜の中腹区が悪いが残存数が多くなって
いる。

（3）同県糸田試験地における品種別細Iu試験地におけ
る生育状況

第10表
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最も寒さに弱いグランデイスにおいても三冬を越して

35.6％，グロプラスにおいて59.0～62.0％，テルテコ

ルニスでは83.0～91.0％の生存率を示しており，生育

量はグロプラス，テルテコルニスで平均織笥2.2mに達
している。
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小野：ユーカリ造林試験の歩承をかえりゑて

この試験地は地味悪く，久原試験地に比べて生育が劣
る。従って肥効も顕著にあらわれ，画ストラータの場合

掴uまたは粒状肥料を施して耕起植栽した区に対し，無

肥料普通植栽区は生存率も低く，樹高においても2～3

分の1にすぎない。

またロプス亥一はロス1､ラータに比べて寒害をうける

率も高く，残存したものも地上部が枯損して再陛萠芽す

るため，年☆小さくなる傾向を示し，今後の生育は期待

できない。

（4）鹿児島県蒲生町における植栽試験の生育

昭和29年度鹿児島県林業試験場で養成したロストラ

ータ外数種のユーカリ苗を現地に運び，1本当り固形肥

料12個づつ施して棚栽した試験林の昭和32年11月

における生育状況ば次の通りである。

第11表

施肥の効果もきわめて顕著にあらわれている。

2．艇林省林業獄駁錫宮崎分場で行ったユーカリ造林

試験

植栽したところは，宮崎県東諸県郡高岡町にある国有

林の一部で，海抜200mの山腹地である。土質は砂錯ま

たは頁岩からなる壊土でPH6.7付近の平均温度は16.6

度，最低気温は零下5.3度のところである。

試験の謝涜はロストラータを林地に植栽して施肥と無

肥の生育に及ぼす関係を明らかにするもので,直職0.,5

haの地を植付の前年火入れして地捧えし，昭和30年4

月に椎後した。なお苗木は前年7月にまき，0月に薄板

製ポツ1､に移し，越冬させ，更に翌年2月に第2回床替

しこれを4月25日に掘りとり，根元径0.:3cm位のも

のを選び主軸を10cm程度に切りつめ山出しした。植

付間隔は1.8mとし，植付当年は2回下刈りをした。そ

の生育経過は第12表の通りである。

本試騨也の満寶及び残存率はきわめてよく，植栽当時

96.8％の満青を承，4年生の昭和33年度には90．6％

の生存をゑている。生育では無肥区の平均横塙3.75m

に比べ獅凹区は6.18mに達し，しかも毎年1～2nlの

生育をつづけている。

3・和歌山県下における民間業界のユーカリ遺体

昭和30年度以来露産業株式会社，神崎製紙株式会

社，山陽パルプ嫌式会社などによりてユーカリの事業的

造林が進められ，昭和33年度までに152haに及んで

いる

造林されてる地方は日高郡日高町及び川辺落M)ll辺町で

海抜高300m以下のアカマツ林伐採跡地である。付近の

平均気温は17．8度，最低気温は氷点下に下ること稀で

ある。土質は砂岩を基岩とする褐色士，コシ

ご‐

植

鰯‘付本数一嫁i鏡
::|職＃

樹蕊)胸箪欝備
最大平均擬大平均考

5.2513.154.9,2.4施肥

10．806．7012．0l6.7"

7．504．909．04．5〃

7.00i4.108.53．5〃

5.1“､143．51．8〃

"j312156|251無肥

種 類

ロストラータ

サリグナ

ロンギフオリア

テルテコルニス

シトリオドーラ

テルテコルニズ ｌ

調
鑓
蕊
韮
妬
妬

ナ

1458．3i●

21 80．7

925．0

2076．8
『
》

満3年8カ月を経過したこれらユーカリ林は既に純林

の林相を呈し，成長の早いサリグナは最大のもの，樹高

10.8m,胸高直径12cmにも達しており，他の瀝瀕に

おいても平均織笥3.1～6.7mに及んでいる。活着状況

もシトリオドーラを除いては60～80％を示しており，

亥，ウラジ戸シダの発生する澪悪地といえ

る。

植栽品種はグロプラスで，その養苗は日本

ユーカリ研究所の有本正二郎氏の苦心による

苔付け法による。その育苗法は秋季砂壌土の

床地に種子をまき，稚苗が6cm内外になっ

た頃堀上げて，その根部を，腐殖士をまぜた

水苔で包承これを床地に密着するように並べ

て日覆い，散水し，翌春との水苔球から根を

だすようになって山出しにあてる。植栽は4

月中旬全刈りして坪’本の割合に60cm角

の植穴を堀り’10～15cm位の苔付苗を植

え，固形肥料を1本当り5～6個施した。そ

の後は根元に落葉をかきよせておき，8月中

旬に下刈りを行った。

昭和30年4月植栽した日高町原谷の面稜

一

鹿児島県蒲生町のテルテコルニスの生育状況

最大樹商7.0m 最大胸高直荏9．0cm

昭和29.3.29植栽昭和32．11．17撮影
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小野：ユーカリ造林試験の歩采をかえり承て

第12表
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いて96％の好成縦を示し，その後昭和31年に来鍵した

台風12号及び13号で約4％の掘貫をうけたが，昭和

33年n月現在90％の生存を象，その生育も最高13.2

mの綻塙に達し，平均値におb,ても8．48m,臘筒宣径

6.9cm,蓄談250m3になっている。

4．要略並びに考察

"E以来5カ年間にわたるユーカリ造成試験の維過を

総覧して，知り得た馴項は次の通りである,，

（1）耐寒性

寒さに対する抵抗性は，グンニ，ピミナリス，コクシ

フエラ，ギガンテア，テルテコルニス,サリシブオリア，

オプリーカ，サリグナ，画ストラータ，ロブスター，グ

ロブラス，グランデイズ，などの順で，グロプラスは静

岡以南の温'跨池に，グランデイスは九州地方の温瞬池以

外には生育が無理である。グンニー，ピミナリスなどは

零下10度を越しても耐え育ち，関東，北陸地方にも植

栽可能地が得られるであろう。

⑰

＝

ロ

日高町原谷ユーカリ展示林の林相ロ

平均樹高8.48m平均胸高直窪6.90cm 岡」
昭和30．4．植付昭和3311．24搬影

外1

1.3haに及ぶ展示林の生育状況ば第13表の通りであ零
る °栽

本植栽地では活着きわめてよく植えつけ2カ月後涯お

第13表
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小野：ユーカリ造林試験の歩象をかえり承て

（2）活蒲

苗木の健全度によって著しい相違を示し，初年度のグ

画プラスのごときは大部分苗高4～10cnl内外の繊弱苗

であったことと，遠距離輸送の関係もあって15r‐'30%

の活着率を示すにすぎないが，次年度後の自家養成苗に

よったものは70.0～95.0%の活着を示している。概し

て活着容易な品種はロブスター，サリグナ，グンニーな

どでグロプラスは最も困難な種類に属し，特に苔付け，

鉢付けが必要である。

（3）植栽時期

植栽適期は発芽開始前の春季3月上旬より，遅くとも

4月上旬までが最咽よく，止得ない時は秋季の10月中

旬とすべきで，梅雨期は土地の事情にもよるが，予想に

反して不結果を示した。

（4）土性に対する要求度

一般にユーカリは土性に対する嬢好性が少ないといわ
れるが，いずれの品種においても劃上学的性質にとむ肥

沃な埴壌士ほど適し，酸性の強い重粘土地や岩質地など

に生育が悪い。褐色士，赤色土ポドゾルの場合は肥料効

果が顕著に現れることから考えると，これらの地帯にお

けるユーカリ造林に当っては施肥を無視して生育が期待

できない。

（5）地形と生育

土質と共に地勢の適否ほユーカリの生育に多大の影響

を与える。もっとも忌むのほ風道の関係で単に風倒だけ

でなく，低温地であると寒風による被雷を被ることが多

い。霜穴となる処や，北及び北東面の風道地を避くべき

である。

（6）台風による被窪

和歌山県下に襲来した昭和31年9月27日の15号

台風は，試験地のある潮岬において瞬間最大風速34.4m

であったが，植栽1年生の各種ユーカリ中，最も被害の

多かったのほグ戸プラスで，械栽木の約61％が風倒を

被っている。これについでロブスター12％，グンニー

は6％，サリグナほ3％で軽微であった。すなわち，グ

戸プラスは生育が速いだけに風倒率が多いから，植栽地

の選定には注意しなければならない。

（7）種類別の成長量

ユーカリほ個体差が多く，品種別の生育差を示すこと

は困難であるが，最も成長の早い品種はグロプラス，サ

リグナなどで，柚栽1年7カ月で樹高3.5m～4.2mに

及び，これについでパンクタータ，ロストラータ，ロブ

ス没一で,2.5m～2.0m内外，グンニー，ピミナリスは

弱く2mに止まる。

（8）獅巴と生育

ユカーリを植栽する場合に肥料を施すことは絶対に必

要である。

各試験区を通じて獅凹の効果は顕著で，特にグロプラ

スの場合がその差がはげしい。愛知県に例をとって昭和

29年6洞植栽のグ戸プラスとグランデイスの残存木に

おける，無肥料普通植栽と施M畷卜起植栽の昭和32年10

月にいたる成長蚤を承ると，施肥した方ほ平均樹高4.04

m(最大7.93m)に対し無肥区は2.48m(最大4.25

m)となり，施肥耕起した方が卿巴普通植栽の2.3倍に

当る。な鮨根元直径においては約2．1倍を示している。

また地表耕起の効果は大きく，施肥普通植栽したもの

より侭れている。総随すると無肥料普通植栽区に対して

施肥普通植栽区倣1.4倍，無肥耕起植栽区は2．4倍，固

形肥料施与耕起植栽区は2．9．賎堆肥，耕起植栽区は

3.5倍の成長を示している。

なお標高差による成育では地形にもよるが概して山麓

がよく中腹，山頂に登る程低下する傾向を示している。

⑨ユーカリの造林ほ一般林木の場合と著しくその性

状を異にし，集約な取扱いによらなければ成林が期し得

ない。

過去5カ年にわたる官民一体となったユーカリ造林へ

の研究は，未だその緒についたばかりで残さるる問題が

枚挙にいとまないといえる。しかしながら，回を重ねる

に従って次第にこの造林技術が究明されてきて，数多い

失敗の中にも予想外の成績を示すものもある。

特に注目されるのは和歌山県日高郡下を中心として植

林されてる，民間会社によるユーカリ林である。これら

の中には植栽満4カ年に満たずして，平均樹高8.5mの

一斉林を呈していて，間伐を必要とする程度になってい

る。

これら成林に間近いユーカリ林が今後いかなる生育を

なすかについては，断言いたしかねる。懸念されるのは

今後発生するであろう病虫害や台風による被害，肥料切

れによる生育停止，また，収穫時に鐙ける経済効果のい

かんなどであるが，これらは今後の推移に蓑たなければ

ならない。

しかしながらもしもこれらの諸被害が懸念さるること

なく順調に生育するものとすれば，あるいは予想に近い

成林が期せられるではないかとも考えられるのである。

戸
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気孔開度との生理織層，したがって蒸散と同化能力の連

繋を究めて，森林における水の循環を適正に保つことに

よって同化作用を促進し木材の生産量を高める育林技術

の検討が望まれるわけである。

わたくしは大正末期に森椒巴料説をとなえ，肥料要素

として窒素,水,炭酸ガス,石灰をかかげ,その後「炭酸

肥料調誌」の小冊子を公けにしたのであるが,農学界に

おいて一部に共鳴をえたぐらいで，ほとんど反響なく今

日におよんでいる。昨年7月「木材の増産と多量元素」

の一文を草しr1I坊林業｣誌に寄稿したのであるが，それ

は蝋に概念をのべたにすぎないので，ここに理論的解説

を布術して森林施薬にたいする参考に供するとともに，

読者各位の厳正な批判を乞いたいのである。

光合成に関係ふかい因子

同化生産物は樹木の呼吸エネルギーとして大量に消費

せられるけれども，成長量を高めるためには盛んな光合

成作用が前提であることは疑いない。されば木材増産の

森林施業は，林木をして不断活勢な光合成作用を営むに

もっとも都合のよい立地環境に生立せしめること，およ

びその同化生産物をできるだけ多く幹材の生長（量的な

らびに質的）に充当することが目標であるといってよか

ろう。

光合成作用は衆知のとおり葉が光線下において葉緑素

によりCO陽ガスと水から炭水化合物を生成する機能をい

うので，光線の強さ，質および連続時間,CO量ガスの濃

度および水のほか，気温，気湿，養料塩類,電気イオン

量など10数個の因子によって左右されるものである

(W.Stils)。しかして同化能力は樹種によって一定でな

く（概して広葉樹朧単位葉面の同化能力は針葉樹に侭

る)，また光線の強さおよびCO図ガスの絶対量に常に比

例するものでないほど，多数因子の複合作用であること

は多数生物学者の実験から推論されているけれども，応

用上の立場からとくに関係のもつとも深いとおもわれる

因子を抽出すると，光線の強さ，質（黄色線）および連

統時間,CO典カスの濃度，水分（土壌水および気湿),

気温であり，主要樹種ごとにこれらの匿子の組合せによ

る最適値を求めればよろしいと考える。

林業は穀作とちがって普通反射光線を利用するもので

あり，林内の光線は同化に必要な黄色線を比較的多くふ

くむのが特質であるため，林冠それ自身の同化能率を高

めるため，単木個盈の間に現われる樹冠の接触競合を除

くための除間伐および天然更新や下木植栽のための泳冠

の疎開は，直射光線を対象とするものよりはその取扱比

較的容易のようにおもわれる。つぎにCO図ガスの濃度を

増すことは地床植物にたいしては実用価値を承とめるけ

れども，林冠部にたいしては臆とんど実行の見込承がな

いため，育林上問題となるの朧大気中に現存するCO魁ガ

多量元素

Qハ による

lll
Q

、/、／林木の増産
ｰ

鏑木徳二

はしがき

林木は土地錐料および空気養料によって生存し生長を

行うものである。しかるに養料を土地養料に限るものの

ように考え，空気謎料について全く無関心であるのがわ

が造林界の通念であり，また現状である。絶乾状態にお

ける木材成分の50％が炭素であって(農作物に比べはる

かに多くのCを要するﾉ,その総量は光合成作用により大

気中のCO食ガスに仰いだものであり，かつ気中CO2ガ

ス量0．03％（平均値）を増せば樹木の生長が増加する

ことはすでに幾多の実験によって確証されている現在，

空気菱料を人体生理における空気と同様に曲解し（樹木

は人その他の動物と同じく呼吸を行い酸素を吸入しCO豊

を呼出している)，森林施業とりわけ増産を目的とする

現代造林界は何時までも空気養料に無関心であってよろ

しいものであろうか。

木材の成分は炭素に次いで酸素40％，水素6％，窒

素1％，その他は各種鉱物質で，炭素酸素鐙よび水素

は多量元素といわねばならぬ。これら多量3元素は気中

のCO3ガスと土壊から吸収した水(HgO)の光合成産物

であることは断るまでもあるまいが，同化作用に使われ

るH30は根から吸収した水量にたいし極微量に過ぎな

いけれども，細胞の緊張，土地養料の輸送，体温の調節

廃棄物の排泄など生理鐡陰（一部生態織旨をいとなむ）

のために葉面から蒸散する巨量の水の循環は，順調な呼

吸作用をつづけるためにも，また気中のCO豊カスを多量

気孔を通して菜の内部にピ散せしめて同化作用を盛なら

しめ，ひいては生長壁を増加せしめるための原動力とし

て密接な函果関係にあることを改めて省察しなければな

る童い･

大気中のCO,関ガス艇を増加することが実用的に不可能

である理由から，炭酸肥料説を反駁するかまだほ不問に

ふするまえに，現に大気中に含まれている0．03％の

CO魁ガスをできるだけ多く葉内に吸収し同化せしめるこ

とができないものであろうかを究める必要があろう。す

なわち前に述べた樹体内における水の循環および蒸散と

《
一
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《
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ス（平均0．03％）をできるだけ多く林冠葉面に摂取せ

しめるにはどうすべきか，という施業技術に帰着するも

のと考える。

CO2ガスは気孔を通じ莱組識内外における同ガスの分

圧の差にしたがって葉の内部にむかってど散するもので

ある。さればその圧力勾配が大きいぼど（同化作用が盛

んなほど）葉内にピ散（入込むノするCO霞ガス量は多い

わけである。葉内に入込んだCO劇ガスは細胞間臓の水液

に溶けて細胞膜を透過し，葉緑素と光線との共同作用に

よって同化されo璽を分離することが験証されている。

なお葉緑粒内には多鐙のCO盤を吸収し貯蔵する物質をふ

くむため，自然状態に鮨いて比較的多くのCOgを蓄積し

うる織息をもつことは農林業のため好都合なことといわ

ねばならぬ。

気温は樹木の分布をはじめ生存および成長に関係のふ

かい要因であって，樹種ごと生理作用には最適気温があ

るものであるから，同化作用を促進するには樹種に応じ

季節ごとの最適気温を目標に，できるだけ気温調節の森

林施業を行う必要がある。（しばらく20～30｡Cを適温

仮定目標に選んではとおもう)。しかし気温と樹林の生

理関係についての研究成績がはなはだ乏しいことを憾む

ほかないが，本文では抽象的に気温因子を坂扱うことと

したい。

以上概説したところから，光合成機能を盛んならしめ

て木材の増産を図る造林技術の拠りどころは，差しむき

水因子すなわち林木の正常な蒸散作用の持続および林内

外の空中湿度と，気中CO垂ガスが葉内部に向ってなるべ

く多くピ散するに最も適当な葉面における気孔の開度と

の2項にしぼられるかとおもう。

気孔の開閉と水湿の関係

大気中のCO邸ガスは気孔を通して葉組織内（水生植物

を除く）にピ散し吸収されることは定説である。呼吸に

よって生ずるCO恩の葉外えのビ散には気孔の開度はその

濃度と平衡を保つことができるけれども，同化作用の場

合はこれとちがって，梨内にピ散するCO劇ガスは同化に

よって分圧の差が大となるからピ散ポテンシアルを高め

るのである。すなわち同化が職んなほど分圧差大となり

ますます同化を促がすわけである。この際気孔の開度が

大であれば（水湿の供給および蒸散鐙間に生理的平衡が

保たれているものと予定して）葉内部えのCO2ガスのピ

散量が大きいであろう。

ところが，気孔の葉面分布状態と同化比との関係につ

いて，気孔が葉の表裏両面にある植物はたとえ気孔の数

および面積が小さくとも，表面にあるもののほうがCO2

ガスの摂取率は大きいという実験成績もあり，またCO2

ガスを吸収同化する能力は樹種により違うもので〈これ

を特殊同化能力と唱えるJあるうえに，次項に述べるご

とく気孔龍度は気孔の数の多少と蒸散の影響をうけるこ

とをおもうと，気孔の開閉は光線のほか水湿との間に糖

接かつ複雑な関連のあることがうかがわれ，進んで実験

研究を行ってこれらの真相をつきとめる必要を承とめる

けれども，ここでは例外は別とし多くの場合気孔の開閉

は光線および気温条件が同一であれば，主として葉面か

らの蒸散量および大気中の湿度によって支配される’と

いう前提のもとに増産施業の要領を考えて象たい°

蒸散と同化の因果関係

林木の生存および成長のために巨堂の水が必要である

こと，ならびに同化，蒸散その他の生理および生態的水

機能についてば冒頭に概説したとおりである。

蒸散作用はCO』ガズのピ散と同様一般に葉面の気孔を

通して行われる。しかして礎んな同化作用を行うには気

孔を開放してガス交流を強めると同時に職んな蒸散が伴

わなくてはならない。もし林木の水分が最適状態をたも

っていれば光線をうけると直に気孔を開くけれども，水

分過剰なれば開孔が多少遅れるものであり，哀た水分不

足の場合には蒸散を鯛節する必要から自然閉鎖反応が現

われシ蒸散量の制限とともにガス交流が制肘され同化力

が弱められる。気孔の開度は（光線~Fにおいて）水分乏

しければ適量水の場合に比べて数100倍小さいという実

験成績さえあることは注意を要する。

葉の表裏両面における気孔のCO製吸収蹴力x違う樹種の

あることは前項に述べたが，気孔数の少ない樹種の気孔

の開閉は直ちに蒸散水量(CO豊ガスのピ散）に影響する

が，気孔の形が大きくその数多い樹種の気孔の開度は蒸

散水量しだがってピ散えの影響が遅れるもので，気孔の

開度はCO2ガス吸収量に比例しないと脱ぐ学者もあって

気孔の形態的構造を樹種ごとに精査して，そのガス交流

能力を明らかにする要を感ずるのであるけれども，しか

し多くの学者の認める気孔の開度はガス交流を磯んにす

るとともに蒸散を促がす，という気孔を介して営まれる

CO農ガスの吸収と蒸散作用との因果関係を林水の同化作

鯛，したがって成長生理の嬰則と考えて差支えあるまい

と考える。

一般渡蒸散量は季節によって著しく変動するもので，

生長期にもっとも多いのであるが，庇蔭部は地湿の過多

および過少のときと同様に蒸散鐘比較的多いといわれ’

また乾燥気中における癖んな蒸散は決して乾物を相対的

に増加しないともいい，環境因子の影響による蒸散量の

変動を予定しなくてはならぬ。

樹種の関係では，同一葉面鎖に対する蒸散愛は陰樹は

陽樹よりは少なく（実用上朧薬面識合計は針葉樹林は広

葉樹林よりはるかに多いことを顧慮する必要があるﾉ，
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多量元素説に基ずいて林木の同化作用の促進と地力増進

のため，附風にたいする新規な森林施業技術の普及の必

要を強調するものである。

気温および湿度については樹種間に可なり最適値に開

きが承とめられ，また林令による相異もあり，より温暖

な郷土に移植した場合には空中ならびに地中水分の要求

がいちじるしく増すという樹木の習性，そのほか研究調

査しなければならない問題がはなはだ多いのである。

むすび

以上多量元素説についての見解ならびに木材の増産の

ため多溌三元素を誕料として取りあつかう造林学的考察

について要説したつもりであるが，現在のところ樹木の

生理生態および森林の生理学に未解決の疑問がすこぶる

多いので，多遼元素を対象とする施業技術を云為するこ

とは時期尚早のきらいがないわけではあるまい。しかし

林木の空気中のCO図ガス摂取趣は林地を介しての林木そ

れ自体の水の経済と，主として林分の接触する温度およ

び湿度と密接な困果関係にあることは絶対に疑いがない

にもかかわらず，林木の増産施業を目膳する今日におい

て依然土地養料だけを林木の菱料と考えつづけることは

確かに片手落であるとおもい，多堂元素説を提唱すると

あわせて，多量元素の謎料観に立脚した林木の増産施業

に関する未定稿を公表し，本問題の検討研究の導火に供

した次第である。

いうまでもなく，各種の菱分相互の間には養分定律が

厳存するものであるから，進んで土地菱料と空気養料間

の平衡的比率を究めて施業にあたらねばならぬことはい

うまでもなく，さらに関心の薄い微愛元素についても充

分研究を重ね万遺漏なきを期さねばならぬことを付言し

たいのである。

針葉樹の1年生葉は多年生葉よりも多く，広葉樹は梢頭

部が優るものである。また各樹種を通じて樹冠の内側か

ら外側にむかって蒸散量が増し，上部より下部に多いも

のである。なお葉の灰分量の多い樹種は蒸散塗が多いと

いう測定成績もある。

増産施業について

前2項において多数環境因子と同化能との錯綜した関

係のうち，森林の増産施業上とくに関係が深いと考えら

れる事項について概説したつもりである。しかもわたく

しが樹木および森林の生理ならびに生態学的知識に未熟

なため，叙説中あるいは遺漏または盲断をあえてしては

いないであろうかと怖れるものである。本概説が森林施

業技術にたいする基礎観念である点において，広く識者

の検討と批判を乞い，進んで正鵠な要測の樹立を希うも

のである。

以上述べるところからCOg同化による増産施業につい

ての予想を要約しようとおもう。われわれは温暖で降

雨頻繁なときに林木の成長が良いことを経験上知って

いる。普通林内は林外に比べて気温が低く，わが森林測

候所の観測値によればその差わずか1p内外に過ぎない

けれども，除間伐の励行，適宜異樹種（とくに広葉樹）

の混交，防風施業等によって林冠部の保温を計る配慮が

望ましいのである。湿度と同化能については前にも触れ

たごとく乾燥気ほ同化能低減に敏感であるゆえ，多くの

場合努めて湿度の低下を避けることが必要であろう。実

験に徴すると湿度60～70％は同化作用のためには，乾

燥気にぞくし，80％が適度といわれる。わが国は湿潤気

候で年平均湿度80％内外の地方が少なくないけれども

70％余の地方もあり，また成長期に40～50%およびそ

れ以下に下ることが決して少なくないのである。過湿な

空気は蒸散を妨げそのため同化作用を低めるゆえこれを

除かねぽならぬが，成長鋪に頻発する乾燥を緩和する必

要があり，そのため立地環境に応じて林分の構成や取扱

法を適宜調整しなければなるまい。わが国森林測候所の

観測せる林内湿度は林外湿度より6～7％高いから，林

内における湿度を高めることは温度の調節より比較的実

行しやすいとおもわれる。

温度および湿度の同化力えの影響に関連して森林施業

のため深く考えねばならないのは常風の作用である。常

風による枝葉の動揺が同化力を著しく拘束することは実

験成績から明らかであるけれども，普通常風の害作用と

いえば樹木の動揺，撤芽，葉枝の損傷など機械的障害を

重点に考えがちで，したがって温度および湿度の低減に

よってうける生理的障害にたいする関心が薄いうら承が

あるため，とかく林分それ自体の防風施業について特段

の注意が払われていないのである。わたくしは既説した

一
一

■

⑤

《
一

－22－



だけ多数の地点を選び出し，検士杖を用いて土震土性

の概要を把握します。また同時に養苗されている苗木の

樹種別，苗令，生育状況なども考慮して，その苗畑にお

ける土壌型の代表と思われるヵ所を決定します。こうし

て繊兄調査を終りますと，いよいよ精査に移るわけで，

決定したそのヵ所において，深さ約1m内外の角柱，ま

たは円柱形に縦穴を設け，士壊断面調査を行います。

－軍梗一一邑一一一全長．。ろざ争いｰ』＝一一一F一一一■画一一■＝

苗 畑土壌調査の

実行について

安井隆夫

（受理34．4．11）
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平素育苗のことについて関心を持っている人達でも，

土壌調迩と云えば何かむずかしい学間のように思ってい

ます。それは苗畑の土壌調査の手引がないと云うことに

もよりませう。苗畑土壌を調査する目的は苗畑をその土

壌形態別に区分し，各区分毎に土壌の物理的，化学的な

いろいろな性質の実態を把握することが第1です。そ

のためには現地において土壌調査を行い，それによって

得た土壌試料の分析を行って，その調査結果を坂り重と

める訳ですが，第2の目的は苗畑土壌の敦良を行うのに

最も適当な方法を示すことにあります。つまり耕転とか

有磯物，石灰肥料の施用，客土の実施潅水，諏k等の

土壌水分の適切な管理，獅巴，微量要素に関する肥培管

理，酸性土壌の改善，土壌の侵蝕防止など，数多くの改

良方法のうちどの方法が最も適当であるかを調査結果に

基ずいて明らかにすることにあります。即わち終局の目

標は土壌調査に基ずいて土壌改良を行い，よいSoilの

もとによい衡木を生産することにあるといえませう。

それでは苗畑土壌調査はどのようにして行うかについ

て述べて象ましよう。調査は野外調査によって土壌の形

態別に設定した土壌断面から，断面層位毎に土壌試料を

採取し，採取試料は土壌実験室に送り，室内実験によっ

て物理性，化学性などの諸性質の分析を行うこととして

おります。

1．野外調査

野外調査に出かける場合は，出張に先立って予め調査

を予定する苗畑の位置，沿革や気象，地質及び土壌らに

ついて調べるのはもちろん，種苗予定簿などを参考にし

て苗木の生育状態についても予備知識としてなるべくく

わしく調べておきます。

苗畑に至膳しますと先ず苗畑の概況調査を行うことが

必要で，その結果に基ずいて土壌の精査を行うこととな

ります。

苗畑の概況調査を行う順序は，先ず調べようとする苗

畑毎に別図のように対角線を引き，その線上に，出来る

○戦士杖又朧試孔によって土層，土性の状態を象る

②代表土製型のケ所で代表層断面及び土壌試料を採
取するケ所

土壌の深さはもちろん，性質の異なる層位は別倉に試

料を採取します。どの層位まで採るかは目的によって違

いますが，苗木の生育に関係する問題をあつかうとき

は，その苗木の根群のある深さの層位までとるのが原則

です｡次に述べるA,B層の土層の境界が明瞭でない時

は一応表面から30cm迄を表土とし30cnl以下を心土

とします。

（1）土壌断面の調査について

士壊臘両についてよく観察し別図のように土壌の層位

を分類して鯛査します。

A層（作土または表土）は腐植がB層に比べて多く，

黒色がかっているところで腐植が少ないとぎわ暗褐色に

なっていることもあります。

B層（心土または下層士）はA層の下に続いている土

層で'A周から洗い流された成分が集まってくるところ

で，腐植は少ないが，鉄やアルミニユムが多いので稽点

赤味を帯びている部分です。

C層は土壌の材料ともいうべきもので，土壌にはなり

切っていない末風化のもので，基岩である岩石の風化し

たものや，または他所から運ばれた石礫などの層です。

G層は地Fド水が高く，湿地のように空気の通りぐあい

の悪い所に見られる土層で，青色または青緑色を呈して

いる部分です。

各土壌層の推移状態は境界線の幅によって明，判，漸

の階級に区分します。

各隅位の土厨の厚さは層位ごとに表わすほか,A層，

A+B厨および間結層または基岩までの深さとします。

土壌の色は土塊を手にとり，にぎりしめて作った滑ら

かな面を日蔭で肺かに動かしながら，いろいろな方向か

ら眺めて全体の印象を纏め，土壌の色名帳と比較して決

定します。土壌の色名帳憾森林立地談話会編「土壌調査

用色名帳」を用い色名番号を記載して適宜和名を併記し

－

⑤

｡

一

一

筆者・大阪営林局
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安井：苗畑土壊調査の実行について

について説明して承ます･

この鰯IHは京都府船井郡丹波町字須知字菰野に所在し

京都市から北方約55kmの山陰線園部駅から更に斗防

約10kln余の地点にあります。標高380mで，気候的

には裏日本の状態に近いところです。

総面積は約12haで3団地に大別されています。地質

は新生f息第4紀，現世統に属する洪潤堆穣土(洪酒地）

よりなる沖積続と浜積続に分類されるところで，地形は

広い凹地で段丘状を呈しており保水力は一般に高いとい

えましょう。母材は大部分火山灰土で占められていま

す。調査浩果によりますと別図のようになっています。

土壌断面は土壌の形態により複雑な層位と，層位の推

移状態，構造を示すものがあるかと思えば単純なものも
あります。

」 弓}※±
溌蕊霧謹鶴
１
２
Ｉ
２

Ａ
Ａ
β
Ｂ

1jい

錦蛎翻珊
0，
エ

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
型

C 下層士
’

鯵易み
二
一

土鯉断面の分類模式

患}辮鵬獺簾に入った部分及び少い±
B』：色うすく有機物を多少含む。

B3:上と同じであるが有機分が全くない。

C:下の岩が風化したかまたは他所から運ばれた土。

ます。

腐植は土層の色および触感によって「頗る富む」「富

む」「含む」「乏し」に区分します。

土壌の石礫はなるべく岩石名を調査して記入し，その

形状を角礫，礫，円礫，に区分し，大きさ，鍵風化の

程度および分布状態を詳細に記入します。

土性は土壌の小塊を，抵指と人差指の間にはさんで静

かに擦った触感と，と肉眼的な観察によって砿および

粘土の含有量を推定して砂土から砂質壌士，壌士という

ように7階級に区分します。

土壌の構造はカペ状(MassiVe:'m)単粒(Single

grain･･Sg)および団粒(aggregate)に分けられます

が，団粒については更に次のように分類されます。

①樫伏構造②鐇伐織豈③堅果状構造④粒状構造

⑤細粒状構造⑥団粒職造

なお必要に応じ団粒発逮の程度を強度，中度，弱度に分

けます。

土壌の孔隙は土塊相互間および土壊内部のものについ

て観察し，形状および大きさ等を記入します。

大きさは大，中，小に分けてその分布割合を「頗る富

む」「富む」「含む」「あり」に区分します。

土壌の堅密度は断面に栂指を押しつけて，その抵抗に

よって「頗る霧」「霧」「歌」「堅」「すこぶる堅」「固結」

に分けます。

調査時の土壌の水湿状態は乾潤，多湿，過湿に分け重

す。

京都営林署の須知苗畑で実際に調査を行った土壌断面

０
〃
”
釦
“
印
〃
乃
即
勿
吻

A7

}俵⑪A2
β

|聰”C
q，

｡

表土25～|37cm,暗黄褐色土，腐櫨冨む，砂貿嬢
iz,gramular,孔隙なし，円砿小含む，繼～軟，洞
下層土12～18cm,黄褐色土，腐植乏し，円確小含
む，埴質壌土,nat".孔隙小あり，軟，湿。

《
一

（2）土壌試料の採取と調整

室内実験に用いる土壌試料は各土鯛彦態別に採取する

わけですが，採取した土壌はビニールの風呂敬の上で大

きな塊を砕きながらよく混合しまず。次に円錐状にもり

上げて4等分し，そのうち’部分である約1kgを採取

します。草根やゴミのような部分を除いてビニールの袋

等に入れ地名，採取日時等を明記して持帰りますが，持

帰った土壌は板，バットまたは紙上に広げて日陰で乾か

し土塊は軽く押しつぶします。風乾が終ったら2mmの

節にかけて清浄なガラス瓶に入れて，理・化学的性質を
調べる材料とします。

2．室内実談

野外で採取した試料は土壌実験室に送ります。実験室

では，土壌中の理・化学成分を知るために淘汰分析，澄

－24－



安井：苗畑土壌調査の実行について

換酸度，炭素，腐植の定挫定量分析を行いますが，こ

れはある程度の土壌実験設備が底いと出来ません。

PH,燐酸,マグネシニム，アルミニュム，マンガン，

熱土，石灰（中和石灰量)，力哩，燐酸吸収力は室内実

験はもちろんですが，野外調査の際にも現地において矢

木式または津島式の簡易検定器で簡単に分析出来ます。

優良灘111の2･3の実験結果を掲げてぶますと次のとお

りです。

土壌分

の苗畑土壌を統一した土壌型のもとに土壌改良をする目

標を定めるために行ったものです。

この土壌型に基ずいて土壌改良の要否を検討する土壌

型は次のとおりで，この表より土壌中の粘土含有量によ

り苗畑土壌の改良をやるか，やらぬかの実行目標とする

ため次の表を作って承ました。土壌改良方法については

種,4の方法がありますが，後述することとし次表では深

耕，耕転，潅水等は当然のことですので，土壌改良法の

折表（1958.11，古田氏実験値）

表土％’ 化学分析値％
署苗畑試料土壌色

|粘土微砂

１
１
１
１

敦賀
一

19砂質埴壌士5．02．223．80．1912

13砂質壌土6．16．2410．70．4813

24砂質埴壌士4．71．803．10．1810

田辺

｢ 3524

3620

2532

3526

34

38

36

31

埴質壌土
〃

軽埴土

埴質壌土

”
”
”
蛇

Ｉ ７
６
７
８

－
８
１
６
１
（
望

釧
司P

さてこうして室内実験まで終りますと，いよいよ取り

まといですがその主なものは次のと満りです。

（1）土性分布図の作製

野外澗査蹄隈の整理，土壌分析が終ると苗畑の土性分

布図を作ります。

これは同じ苗畑の1区劃内でも，土壊的には違ってい

るので，それ等の異なる毎に区分して，経営方法，例え

ば樹種の選択，床作り方法やら，緬巴法を変更しなけれ

ばなりません。

従って土壌形態とその性質を知り施業の指針とするわ

けで，調査結果に基ずいて，苗畑土性分布図（必要によ

り）を作製して施業の指針とします。

（2）土壌欧良

野外調査，室内実験が終るとその調査，分析結果から

土壊の改良を検討するわけですが，土壌の物理性から土

壌の土性を分類します。この分類朧国際法の定めによる

土性区分法によるわけで，この土性分類基準によりまし

て，須知苗畑土壌の土性度を定めるため粘土含有率を基

準として土壌優劣度の分類を工江ⅢⅣ型に分類し，さら

に大分類に基ずいてABCの小分類をして，土壌の優劣

度を試みました。即ち'X型は擾良土壌で11]ILはこれに次

ぎⅣ型は不良土壌とし蓑した。この苗畑土壌の分析結果

に基ずいて，次の土性優劣基準表に照し合わせて，多く
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安井；苗畑土壌調査の実行について

種目を要約して染ました。

土壌型別に験るとm,Ⅳ型が強度の土壌改良を要しま

す。須知苗畑ではn号畑地（砂質埴土，埴質壌土と]I[号

畑地（韓直士）が，客土，有機物施肥，石灰施用と排

水，工号畑地〈砂質埴土）とⅡ号畑地は施肥，有機物，

石灰施用を必要とします。

（1）土壌の物理性の改善ですが，これは耕転，有機物

石灰肥料の施用です。剃転は苗木の根群が分布する範囲

まで裟土があれば充分と云えるでしょう。それではどの

位あればよいかといいますと，深い程よいのですが，大

体30～40cmあればよいと思われます。

有機物，石灰肥料は土壌分析から求めるわけです。須

知苗畑で行った実験結果から計算してゑますと，土壌中

の理想的有機物含有量は，砂土系土壌では10～12％，

埴質嬢士～埴土鯉埴土，重埴土）では15％位と思わ

れます。

ところで須知苗畑の例で染ますと，土壌中の有機物含

有量を一度に理想準高めることは困難であって，現在

有磯物含量4．5％のヵ所を,10%迄高めるため必要な

堆肥量の計算を，次の仮定によってやって歌ましよう。

堆肥中の有溌物含有量30％

現在土壊中の有機物含有量4.5％

目標土雛中の有機物含有量10%

改良深度（地表より)20cm

1mg当りの土壌重量（深度20cmで容積童1とす

る）10．0×10.0×2.0=200kg

現在土壌中の11n豊当りの有機物含有量

200×器=9.0kg
目標土壌中の1Ing当りの有機物含有量

’00×器=20kg
差引不足鐙20-9.0=11kg

不足補充堆肥必要愛エ'×器=36.6kg
即わち、魁当り36.6kgの堆肥を施用すると土蛎有機

物10％となります。

1反歩では（1反歩=991.74mg)

36．6×991.74=36.295kg

貢に換算すると(1"=3.75kg)

362,5×3%5=9“7貫
即わち1反歩では9.437貫施用するとよろし↓,というこ

とになります。しかし実際問題としては，現在行われて

いる慣行施用の反当500～600貢から遊離した数字にな

って来ますが,極度の數良を必要とする場合はもちろん，

その他の場合でも経費，盗村等の面から早急な改良は困

難としても,境箇な苗木生育には必要なことと思います。

酸性土壊は単に酸性が強いと云うことだけでなくいろ

いろな欠点を痔つ土壌でありますから，その改良もただ

石灰を施用するだけでば不充分で有機物，施肥等線合的

に行わなければなりません。

主要機髄の最適なPH(HgO)はなどの位かといいます

と

天ギ5.4～6.2

ヒノキ5．0～5．6

アカマツ4．8～5．6

カラマツ5．2～5．8

とされています。醜生の矯正には石灰の施用が鋪1に行

われます。酸性を中和することは中和を化学的に中性

(PH7)にすることではなくて職癒の最適なPHにす

ることです。

酸性土壌に施すべき石灰の量を決めるのは厳密にいう

と困難なことでありますが，実際にほPH測定後石灰量

の算定は次の式で行います。

所要石'災量=Ax.(a-b)×器
ただしAは1反歩深さ10cmの土壌のPHを1だけ

変化するに必要な石灰量

aは矯正後の土壌のPH

b朧矯正前の土壌のPH

Tは濡正しようとする土壌の深さ

有織物は土壌の緩衡能を大きくする作用があるから石

灰を併用することが肝要であります。酸性土壌はまた斐

分に乏しいやせた土壌である場合が多いのですから窒素

燐酸，加里の施用が必要で特に燐酸が欠乏している場合

が多いので，燐酸肥料を増肥します。酸性士壊に使用す

る肥料は酸性肥料を避けて，中性乃至アルカリ幽囚料を

使用した方がよいのです。酸性土壌では根粒菌の活動が

弱いから緑肥植物や肥料木の苗木を栽培するときは単に

石灰や，有溌物を施用するとよろしいが，純粋培焚され

た強力な菌を接種するとよいとされています。・

土性不良な苗畑は客土を要する場合がありまず-．いま

例をあげて説明しますと，

現在土壌＝粘土30％，鐡沙28％細砂35％の軽埴土，

改良目擬土壌＝壊壬即わち粘土15％以下，鱗沙45％以

下客土に用いる土壌＝粧土3％,撰沙7％,細砂45％，

粗砂45％の砂士，

敦良深度＝地表20cm

1m輿当り土壌重量10.0×10.0×2.0=200kg

改良冒標土壌中の粘土重量200×器=30kg以下
今xkgを客土必要量とすると改良目標土壌中に占め

空

一

、

B

《
一
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安井：苗畑土壌調査の実行について

る現在土壌量ほ(200-x)kgになります。

30=(200-x)il+r:rx,×=111kg
即ち111kgの客土を必要とします。

焼土は昔時から有用微生物の繁殖を促し，有害な微生

物を死滅させて土壌の消毒，アンモニヤ態窒素の増加，
燐酸成分および加里成分の可溶化と土壌の物理性改善等
に必要なものとされ，焼土はやせ地の砂質地には効果の

ないものとされてい菫す。焼土の方法はかつて松喰虫防

除を兼ねた焼土法をやったことがありますが，完全に蒸
される温度は100～105度位で結鱗です。

②土壊の水分管理は一般土壌では潅水が是非必要で湿
潤な土壌では排水を行います。

濯水量については各苗畑の土壊，気象条件などにより
異なり一概にいえませんが，次に潅水量の一算出方法

(Gourley氏原法をﾉﾄ林氏が改変したもの）を述べます

と次式のとおりです。

潅水量、m

＝雛謹工避?含極)×容積比重
100

灌水施設は噴流式の自動灌水設備（例えば岡山営林署
五条灘I1)と，労力潅水があり，排水は明渠，暗渠の二
通りがありますが，地形その他を考慮して設定すべきで

しょう。

旱害は一段に大気の乾燥と土壌水分の減少によって起
り耐早性と潅水度は充分旱害の事前に樹種,土壌別に研
究して行わ誼ぱなりませんが，旱害の多い苗畑では堆肥
の増施に努め土壌の保水性を高めます。土壌が肥沃であ
れば蒸散係数は小さくなりますから，土壌を養分欠乏の
状態におくことなく，窒素肥料よりは燐酸力哩肥料の
増施に努めます。蒸散係数は例えば埴土に砂を混合する
ことにより低下させますし，大苗朧小苗より旱害が少な

いのですが，乾燥する苗畑では日抵潅水等も必要であ

ります。

寒害は砂質士ないし砂質埴土に多く特に霜害に対して

はかえって床面に切蕊オガ屑を散布して対果を認めた

ことがあり霞すが事前に防止すべきです。

③土壌の肥培管理は，施肥と微量要素の問題がありま
す。一般に施肥は槙行施肥が行われていますが，分析結
果に基ずいて理論的に求めるべきであって，施肥量(A)

上総悪事雌堂(c)ー吸収蕊(B の算出式から士ー

壊別に苗木の要求する郷巴量を求めると同時に鰄E鰯を
あや童らぬことが必要です。

“性土壌に対しては，中庸な土壌に改良すべきで，

普通石灰肥料を施用していますが最適PH度にするため

の石灰愚を理論的に求めるべきでしょう。

⑤土壌の侵蝕防止には色'々 な方法があるでせうが，須

知苗畑の一例を見ますと床面を木柵で囲んで土砂の流出
を防止しています。この方法は軽籟土には良策とされて

いますが，その他士畳，石垣，コンクリート糎等の方法

もよいと思われます。

⑥輪作（忌地問題）も土壌敦良上考えるべき問題で，

このためには休閑地の設定，樹種の交替等が考えられ室

す。

⑦苗木の病虫害は成立本数，日覆の調節，施肥等の所

謂育苗技術に関係があります。人間でいえば栄謎状態の

衰えた甥合に病気にかかり易いのと同様に，土壊条件の

悪い時には病虫害が起り易いので，土壌の改良と併せて

土壊消懸，施肥をも考えるべきだと思います。

苗畑は育成する対象が弱い樹体からなる苗木であり，

土壌条件の要求が最も高いので，絶えず土壌の肥培管理

をおこたらず苗木の要求する土壌条件を充すよう心掛け

ねばなりません。

そのためにわ精密な調査資料に基ずいた，具体的な改

良計画が要求されるわけで，苗畑土壌調査の必要な所以

もI叱処にあるといえましょう。

水稲を草するに沢田計画課長よりは立案骨子を，村本

技官には数との加筆を願ったことをここに厚く感謝しま

す。

b一

本誌206号4月号の一部追加並びに訂正

4月号P1～6に掲載した「林業政策と科学技術の問

題点」を次のように一部追力賑J正いたします。

追加:P3,右側31行と32行の間，

挿入丈(第三に長期にわたる試験研究が少なく，しかもそ

れが科学的な方法論に基ずいていなかったことである。

林業の長期生産過程からみて，当然この種の研究がなさ

れねばならなかったはずであるが，これがきわめて少な

かったばかりか，あったとしても系統的にはっきりした

方法論に基ずいていなかったため科学としての論拠に欠

け，実際の技術としてあまり役立っていない｡）

誤植の訂正：

箇 所誤正

P2右側27～28行横極極端

P3右側21行生産的生産物

P5右側33行科目的科学的

P6右側18行桑田勤桑側I勘
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スギ林における断幹･剪定。摘芯による

育林法の珍らしい2，3の実例

斎藤孝蔵
一へ

あって根曲り少なく雪轡の少ないことを主張している。

著者は断幹されたものの中で立条しているものや，それ

に失敗したものなどの色をなケースのものを毎木的に測

定した，その代表的なものを述べると次のようになる。

（第1例）断面高90cm,断面径14cm,切株に生存

する枝は6本，萠芽1は地際から，萠芽2，3，4は断
面の周囲から発生。

萠芽番号長さ(mノ華部直径(cm)

1．1．251．0

2．1．351．5

3．1．45、2.0

4．1．902．5

（第2例）断面高100cm,断面径10cm,切採に生

存する枝は6本。砺芽1は師節の周囲から．2朧師薗か
ら29cm下から発生（写真1参照)｡

I断幹

’・現況山形県飽瀝価中ノ侯の田中井良策氏は，自

宅の裏山にある約0.4haのスギ林で多角形的な経営を

行っている。山は比較的急で應謂20｡～25。あるが，林

内にはモウソウチクが一部侵入していたり，ミズ，キク

イモ，ヤマウドなどを瀞害または自生させている。スギ

そのものについては除伐の対照になる林木を選んで，地

上0.5～1.0mのところから伐採して稲枕を生産する。

断幹部の~ド位には数本の下枝が生き残っていて，断面の

近くから数本の不定芽が伸びて多幹型となり，その立条

を融更蝿采利用しようとしている。もちろんそれ以外の

優良な林木は将来主伐することによって，塁蘂用材を生

産することになる。1958年の調査ではスギの掛令は17
年生であった。

2．断幹の動機田中井氏がこのような施業法を思い

ついたのはきわめて偶然のことであった。すなわち除伐

木から稲枕を生産しようとすると，スギは多雷と傾斜と

のために，根元曲りをおこしているので，灘曲部を伐り

除いて稲枕にしなければ使いものにならない。’本の除

伐木を2度鋸断しなければならないことになる。そこで

労斐を節約する意味から，林内で伐採するにあたって，

地際部から伐採しないで地上O.5～1.0mの所から伐っ

て直材を生産したところが，前に述べたように断面付近

から数本の不定芽が伸長して今日の状態となり，再度同

一株から用凋生産が可能となったわけである。氏は同一

面積から他の所有者の2倍の生産をあげることをもくろ
んでいる。

3．調迩の結果この林分を舞昔が山形県溌液馳方鞭

務所の林務係である土岐忠氏を伴って1958年に調査

して見た。それによるとスギ林の掛令は17年生であっ

て，除伐木の断幹を行ったのは掛合’’年生のときとな

る。すなわち調迩時から6年前に実施したことになる。

この6年間にこの種作業にともなっておこった被害とし

ては，他家の者が林内に侵入してきて0.5～1.0mの高

さの切採に付着している生枝を一部燃料として盗伐し，

そのために不定芽の発生を困難にしたことがあったと所

有者はいう。また氏は萠芽によってできた林木は直幹で

~

一

q「

⑤

篝
《
〆

bエ

…5

(写真1）

萠芽番号長さ(m)基部直径(cm)

1．1．652．5

2．1．671．8

（第3例）師菌高80cm,断面径10cm,切徐に生存

する枝は2本でその長さは約2m位。龍茅1.2.3.5.は

断面の周囲形成層の部分から，萠芽4.6はそのやや下位
から，萠芽7は地際から発生（写真2参照)。
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斎藤：スギ林における断幹，剪定，摘芯による育林法の珍らしい2，3の実例

（写真2）

萠芽番号長さ<m)基部直径(cm)

1．3．603．5

2．3．703．5

3．3．503．5

4℃2．252．0

5．2．652．5

6．3．453．0

7．2．152．5

（第4例)．断面高50cm,断面径9.5cm,切株に生

存する枝は2本で，断面に近く位置している。この場合

の萠芽は切株からではなくて，両方の枝の中央部から立

条し，切株から35～40cm離れたところから立条して

いる（写真3参照)⑥

畷
（写真3）

萠芽番犀長き(m)基部直径(cm)

1．0．80

2．0．70

（第5例）断面商90cm,師薗径9cm,腕司から25

cm以内に太枝3本9･細枝4本あるが，まだ立条してい

ない。失敗した例といえる。

(写真4）

これで見ると除伐木の断面高は0.5～1.0mの間にあ

り，脈爾の直径は9～14cmにちらばっている．立条の

本数は1株当り2～7本で個体鑑が多く，中に嫁失敗し

た例もある。切株に残っている枝の数朧2～6本である

が，その本数よりもむしろ枝の着生位置の方が大切であ

って，萠芽不良なものは切師函の直下に生枝が残ってL，

る場合であって，枝が師颪から下位の方にちらばってい

るものは，ほとんど成功している。龍芽の長さも個体別

に大差があって，第1例及び第2例でば1.25～1.90m,

第3例では2.15～3.70mである。6年かかつてこれだ

け伸長したことになるから前者の場合には1年間に総平

均恥～30cm,後者の場合では約35～60cm伸長した

ことになる。直径生長では萠芽の基部直径は第1．2例

1.0～2.5cm,第3例2.0～3.5cmとなり,1年間に前

者では平均2～4mm,後者では3.3～6.0mm生長し

たことになる。

4．考察切株から発生した萠芽の挫伏を見るにきわ

めて通直であり，完満に育っている。概して直径が細く

萠芽長炊著しく長い。これは要するに肥大生長のギセイ

のもとで，上長生長が促されたと考えられる。稲杭とし

て当地方で一般的に用いられている大きさは，長さ2．1

m位，末口直径4.5cm,元口直径8.0cm位のもので

あり，萠芽がこの長さに達するには易たたるもので，伐

採後6年にして大半はその目的が達成されるのであるが

直径生長はそれに伴わずして，今までの生長経過から見

ると，これからまだ10年以上を必要とするようであ

る。このようにしてできる直材を稲杭とするにほもつた

いなく，用途を変更して客間や茶室の天井の桟とか，化

粧材とか木工品などに立派に利用できることになり，1．

本50～60円の稲杭を生産するより朧遥かに有利となる

であろう。この施薬法は一般的にはスギの建築用材を生

産することになるが，除伐木を中刈して切株から萠芽滋

ださせたものは，あたかも京都市北山の台杉に似かよっ

ている。この林を林型から承ると同一スギからなる中林
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斎藤：スギ林における断紳,剪定，摘芯による育林法の珍らしい2，3の実例

状となる。しかし一般広莱樹を下木とするところの中林

作業とは違って，飽くまでも森林の主体は上木であって

下木は副的な存在となる。

5．結びとの田中井氏のやり方には多くの暗示が含

まれている．裏日本のような多雪地帯でばスギは往盈に

して根曲りを伴い，根曲り部は直材を生産したあとで切

捨てられるかまたは安価に売買されて，業者はこれを板

に挽いて，樽の底叛としたり，あるいは下獄用材になる

位のものであるが，根曲り部を林内に残すことによって

蕊生産に役立てることができるという実に妙味ある作業

種に発展させる可謝生を持つことになる。このやり方を

合理化することによって，多雪地方におけるスギ林から

の生産にプラスする面が多いと考える。

結果は次表の通りとなる。

（第1表）

普・通苗植付区 徒長苗切断植付区
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Ⅱ剪定（1）

1．現況山形県最上郡大堀字太田下にある佐藤啓輔

氏所有林内に林地は平坦で面積約0.1haその半分に普

通苗を植栽し，他の半分にほ徒長苗の梢頭部を切断して

植付けた林がある。氏は昭和16年春，3年生実生スギ

苗を植付けたのだから，昭和33年8月調査時には樹令

21年生ということになる。

根曲りの測定は直材のとれる点と地際の様が地表に露

出している部分の最末端とを詩んだ直線を測った数字で

ある。

直径及び機塙では両区において有意差を認めることは

できないが，根曲りではp=0.001以上できわめて有意

な蓋が現われて，捷罠苗の癖頭部を切断して植付けた方

が有意に小さい。すなわち切断区の方は概して職塙生長

がすぐれているようであるが有意差はなく，根元曲りに

おいて著しい差があることになる。

4．考察何故に輝曲が少ないかは(その1)(その2）

でも多少触れているが，断幹の結果として側枝叉ほ不定

枝が立ったもので，したがって樹型が徒謹1を呈するも

のが多く，第2図に示す通りにク戸一ネが疎にできてい

ることも一つの原因といえる。この場合は切断部下位に

ある側枝の状態を仮陰禁考慮することなしに束にして頭を

はねたので,やり方としてはきわめて粗激であるが,そ

れでも今日ともなれば相当以上の成績をおさめている。

5．結び故今田氏は再三この林を訪れて，徒長苗を

切断して植付けたものはあえて嫌うべきでないという自

己の信念を曲げなかったという。実際その通りであるが

一般読者に誤解をまねきたくないのは，これがために徒

長苗を生産してもよいという結論は導びかれないことで

やむを得ず徒長苗のできたような場合はこの方法でもさ

しさわりがないということである。徒長しない苗木の方

が山出ししてからの活着がよいことはいうに及ばないと

ころであるが，雪害に対しては切断した方が遙かに優れ

ているということがいえる。根曲りを矯正する一つの新

しい技術が生まれそうである。同氏はまたきわめて興味

深い施業をしている。他の50年生科奇で強度の枝打を

行って林冠を粗開して，その下にスギ苗を植付け，その

一部に剪定を加えて試験していることである。その状況

は写真Ⅱ－4及び写真Ⅱ－5に示す通りである。

2ト

⑤

《
》

（写真Iz－1）

写真の中央からやや左にあるカラマツ右手が断幹
苗を植栽した林分であり，左手が普遍苗を植栽し
た林分である。

‐

2．動機佐藤啓輔氏が徒長苗の芯をとめたところの

苗木を山に植えて，普通苗を植えたものとを比較する気

持になったのは，山形県飽海郡松峰にある育苗業者故今

田氏の助言によるものであって，今田氏は徒長苗必ずし

も嫌うべきではなく，これを押切で芯をはねて植えるこ

とによって活着率もよく，その後の生長も悪くな､･こと

を主張した人で，それを実地に自分の山で実施してその
経過を見ているに過ぎない。

3．調査の結果昭和33年8月にそれぞれの区の中

からランダムに10本づつの木を選抜して毎木測定した
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（写真1I-2)

徒長苗切断植付区の林木のクローネ‘クローネが
粗であることに注意。

（写真1I-3)

普通苗櫃付区の根曲りの著しいことを示す。

（写真II-4)

50年生のスギ林分で強行の枝打を実施し聯スギの
下木植栽を行っている。

Ⅱ剪定（2）

1．現況秋田県山本郡山本村の信太政平氏所有林の

一部では，約10年前からこの剪遥育林の作業を実行し

ているということを秋田県庁林務課技師畠山宏信氏から

聞いて現地を訪門してみたのであった。現地を見たり，

（写真11－－5)

上と同じ林分の中に下木植識したスギ造林木に

剪定を加えて側枝が立派に立った有様を示して
いる。

技術面を調査はしたが，現地での生育状況調査は畠山氏

がやったということを聞いたので測定は承あわせた。し

かし植付直後鋏でもって中心軸を剪篭したり，側枝の先

端を切断したりして腋芽叉は側枝を立てるのであるが，

剪定後4年目に行って見ると，同時植栽した隣接他家所

有のものに比較して段違いに大きいのに驚く。しかしこ

れは単に剪定効果によるものとばかりもいえない点があ

るので，次に氏の実行している育苗法や植付法に言及す

る必要があるのでその点に多少触れることにしたい。

氏はこの剪定撫育のために使用する驚木は，自家生産

のものばかりであって，第2回目の床替にあたっては，

株間を40cm位とって,下枝を充分に張らせた頑健な

苗木を造って，山出苗としては満3年生苗を使ってい

る。秋堀をやめて必ず春に掘取を実行している。山地植

付は間隔を普通より広く2.41n正方形とし，植付にあた

っては植穴を広く1m弱の直径に堀って，表土を植穴の

中に入れて丁寧に植付けるものとする。植付功程も一日

に90本という集約さである。植付直後に剪定を加える

のであるが腋芽仕立の場合は側枝の基部にある腋芽を立

てようとすると，まずその枝の先の方を全長の2/3を切

り取り，それに次ぐ下方の枝の先を全部1/3切り落し，

立てようとするI潅芽の-上位約1cm内外のところで茎軸

を切断ずる。次に側枝立の場合ほ立てようとする側枝を

選んでそのやや上位から中軸を切断し，糸でもって立て

ようとする側枝の基部を中軸に結びつけて側枝を立て，

それより下位にある側枝の先端部は全長の1/3をはねて

おくのである。

かくしてできた造林地の下刈は，植付当年の6月10日

頃に行い，この第1回目の下刈は1分刈の孑0伏刈であり

第2回目獄7月25日前後に行ってこの場合は全刈とす

る。氏ば上記の方法で茄諜している約15haの森林を所

有しているという。
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2．剪定撫育を行った動機氏がこの剪定を行ったの

は従来多少果樹の剪定に心得があったことと，これを応

用してスギ苗山地捕付後の活着成績をよくすることがで

きないかということと，剪定によって生長を若返えらせ

ることであった。事実そのやり方は果樹の剪定に類似し

たものがある。

3．考察氏のこのやり方による林木の生長はたしか

に優れているが，これを隣接地にある他家の同時植栽林

と生長上の比較をするということは妥当でない。なんと

なれば他家の山はいわゆる普通に仕立てられた苗木を普

通の方法で植付けられたものであり，氏のやり方は育苗

植付の点においてきわめて集約的であるからであって，

生長が著しくよいとしても単に剪定による効果とばかり

もいえない点があるからである。はたして剪定の効果が

どこまでかを立証するために1957年春以来恩田宗雄氏

らと共同で山形大学農学部付属苗畑で実験を試象，多少

の成果をあげているが他日本誌をかりて発表し，剪定撫

育の基礎的研究としたい。

4．結び信太氏のやり方ば樹木生理学的に検討して

ゑてもきわめて合理的で，植付後すぐ中心軸に剪定を加

えることによって地下部の根の発育が旺盛となって活着

をよくすることになる。また腋芽なり，側枝なりが真直

に生長するので雪害も少なく，組織が若返ることによっ

て多少生長力を増すことになるが，上長生長は別として

直径生長は上長生長のギセイになるようである。しかし

これも年数の問題であって剪定初期には直径生長のギセ

イのもとで上長生長が促進されるようであるが後には回

復する。この方法を現実の造林地に応用される面が多を

あって，例えば兎に喰はれた苗木の剪定による手なお

し，雪害木で芯の折れたようなものに剪定によって手な

おしをするなどさまざまである。

Ⅲ摘芯

1．現況山形県寒河江市白岩町菖蒲岳吉氏は自宅の

裏山及び遠隔の地にあるスギ林分内で散在的に，山地値

付後生長のかんばしくない個樹の芯を3～4cIn内外の

ところで爪でもって摘芯して，その下位にある小さな側

枝を主軸にかわって立たせるという方法を採用していて

それが立派に成木しているさ室を見せてもらった。著者

の調査したのは氏の自宅の裏山のスギ林内である。

2．摘芯の動機氏は多年営林署の業務に従事してい

たのであるが，労務者が下刈作業にあたって，せっかく

植付けたスギ苗の芯を誤って刈り取ることがあって，そ

の都度署員からやかましく注意されたのであったが，そ

の後になって摘芯された苗木を注意して見ていると他の

無害の苗木よりも却って生長がよくなることに気付いて

実験を試象たものである。

3．調査の結果調姦地の平均積雪量は1.5m位であ
る。

摘芯第1号木･…･･昭和28年春摘芯，摘芯高は地上

1.8m,現在の掻僑7.5m,胸高直径10.5cmX

11．2cm･

摘芯第2号木．．…昭和27年春摘芯，摘芯高は地上

0.6m,現在の樹高7.0]n,胸高直径8.7cm×9.0
CInc

これと同一立地にあって隣り合わせにある無摘芯のも
のは次の通りである。

無摘芯第1号木…･･･現在の樹高5.0m,胸高直径7.9
cm×8．0cm｡

無摘芯第2号木．､…･現在の樹高7.0m,胸高直径9.8
Cm×9．8cmo

昭和33年8月調査では，この試験木ほ昭和26年春

の植付にかかるもので，スギ実生苗3年生を造林したと

いうから樹令11年生となる。

この4本の木は同一立地に隣接して1例に植えられた

ものであって，植付後の生長のよくないものに摘芯加工

を施したものである。しかるに現在では摘芯したものは

自然放任のものに比較して何等生長上に損色がないばか

りでなく，むしろ生長が鰻れているまうに思われる。し

かも幹型は真直であり，根曲りが少ない。なおクローネ

の形状は概して節間が長く徒長型である。無摘芯のもの

の幹は一応ほ通直に見えても，よくこれを見ると摘芯木

に比較して多少の鰯曲のあるのを認める。同氏の言によ

れば摘芯によって側枝を立種た場合の幹ほ，真直である

ばかりでなく，年輪の中心が中央にあって偏心生長は認

められないという。従ってアテもできないばずである。

なお同氏ほ幼時から結実性の高い個体を摘芯によってど

う変わるかを実験したが，近年になって結実性が復元し

てしまったという。すなわち結実性はこの方法では変え

ることができないことを知るに至った。加工法は春から

夏にかけて，植付後3～4年目に生育不良な木の中心軸

の頂端部3～4cmの軟弱な部分を爪でかきとって，そ

の下位にある北向の小さい側枝を立てて中』t鰯hとする方

法をとっている。北向の側枝を立てるのは氏の言によれ

ば受光と関係があるという。

4．考察少数例ではあるがこの試験の結果からゑて

東才塵日本のような多雪地帯での栽培技術に対して多く

の暗示を与えるものがある。摘芯によって側枝を立てた

場合には，樹幹通直であって節間長く，枝付疎であるた
めに根曲り少なく，偏心生長をしないのでアテも少ない

ということが意要な点である。しかも摘芯後の生長もよ

いし，かつ加工がきわめて目立たないほどの微細な細工

一

0

■
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に過ぎないことが特徴をなしている。この程度の加工で

あれば自然界にもよくある現象で人為，雪害または昆虫

などの害によって，芯が止められることがあるので，今

日立派な林分を形成している林木の中にも自然にこうい

うふうにして側枝が立って見事な樹型を緋成している個

体を注意深く承ると発見することができる。地上どこで

摘芯を受けたかということは，幹が摘芯部で多少の蝿曲

があることや，樹皮の割目がその部分で異常を呈してい

ることなどでもそれと知ることができる。現在行われて

いる糖英樹の選抜にあたって，この種のものが選抜の対

象となる可官誰があり得ることになる。

5．結び多雪地帯で雪害その他のためにスギの根曲

りが多く，スギ材を生産する上において非常な損失とな

るものであるが，幼令期にきわめて目立たない加工でこ

れをためなおすことができるとすれば大きいプラスであ

ると考える。しかも偏心せず，アテ材･ともなら厳いとな

ればなおさらのことである。無作為に芯を切断した場合

にも，その下にある北側に伸びた稜が中心刺iにかわって

立つことが多いことは著者が既に鍵察しているところで

あるが，はたして本当に北向の枝を残すべきかどうかは

実験でこれを証明しなければならないし，生理的にも理

論づける必要性に迫まられる･林業でおそれられている

兎害の場合でも，その密が軽微であって中心軸の先端が

喰害を受けた麓渡のものであれば切り直おしてその下位

にある枝を伸ばさせるかまたほ自然放任しておいてもよ

りよい生長を見る場合がある。雪害または兎害によって

失ばれた中心軸に代って側枝が立ち，非常によい上長生

長をなしている例は，ちょっと注意して造休地を承ると

到る所にこれを見ることができる。

以上スギ林における断幹，剪定，凋芯による育林法の

珍らしい2．3の実例として4つの例を引いたが著者の

調査を了したものはまだ数例残っている。こういう新し

い技術を誰菱することによって各地から顧例がでて来る

ことを期待してやまない。なおこの調査にあたって山形

県庁が応援してくださったことを紙上をかりて感謝の意

を表したい。
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待望の労作遂に完成…･．

一

北海道風害森林総合調査報告
（北海道風害森林総合調査団編）

未曾有の森林風害一

昭和29年5月の暴風と9月の台風は北海道の森林に約9千万石の大被

害をもたらした

日本林業技術協会は林野庁の委嘱を受けて，その実態を科学的に究明するために

総合調査団を編成し，昭和30年及び昭和31年の両年にわたり，調査を行った。

現地調査を終えてから2年の歳月を費して漸く完成したのが本書である｡

世界林業史上にも類を見ない森林大

風害の貴重な記録である

北方森林の取扱いに大きな指針となるであろう。

限定出版一定価1.500円（郵95FI)この風害前に調査された｢石狩川源流原生林総合

｜・親鰯灘職繍“B5版535頁

写真図表多数

日本林業技術協 会
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したのに反比例して，工，砿業用材などの需要がのびて

きたのでカラマツ材も引張りだこの状態になってきた。

また，往時は日本人一人につき米1石，木材1石といわ

れていたものであるが最近米は一石なくてもたりるよう

になったが木材は1．5石と50％増になっている。これ

が昭和70年になると1人当り2．6石必要になるといわ

れるから林地の生産力の増強を図り激増する木材需要に

応える必要のあることは言をまたない。

近時，この林力増強に呼応して，広葉樹の再生林を皆

伐して針葉樹を人工造林しようとするものが多くなって

きたようであるが，この場合，自己の山林をいかに施業

することが最も合理的でかつ経済的であるかということ

を十分調査研究してとりかかるべきであるが，ややもす

ると，広葉樹の再生林といえば低質で成長量が少ないも

のであるという，先入観に捕われ無計画に林種改良にと

びつくものがある。

また，造林樹種にしても，府県におけるスギ，ヒノキ

アカマツなどのごとき擬れたものは道南の－－部にやや可

能地があるに過ぎないので，カラマツとトドマツが大き

くとりあげられている，近時，道の東北部にアヵエゾ

マツ，雪害の少ない地方にスI､ロープマツ，欧州アカマ

ツ，朝鮮マツなどを加えるべきだと論ずるものが多くな

って来た。しかし，外国樹種はいまだ普遍性に疑問があ

り，その他の樹種も1～2等地級の成長が斯待できると

ころでないと採算林業は成りたたないし，この適地もさ

らにあるわけでない。また，立地条件がよいとしてもカ

ラマツは野ネズミや野ウサギの被害におびやかされ，ト

ドマツは幼時成長が遅く，晩鵜の問題等があるので予期

の造林成績をあげることは容易でない。それで，前にも

述べたように水道は東北6県に新潟を加えたような広い

地域を有し，四囲海洋の洗礼をうけるので風衡地が多く

土壌的にも火山蜘生，重点強酸性またわポドゾールや泥

炭地帯等とさまざまであり，くわえて道路網不完全，冬

期積雪等の悪条件が意っている中に散在する民有林であ

るから一定のケースにあてはめて施業計画を樹てるわけ

にぱいかないので，それぞれの環境における所有規模や

自然的条件，社会経済的条件などの相異によって特有の

施業計画を策定する必要がある。

ところが，大面桜森林所有者のうち，大資本系統の山

林や市町村有林のう･らには経営計画を持って施業をして

いるものもあるが，大部分のものは自己山林の樹種瀧成

や現有蓄積さえ知っていないのではなかろうかとおもわ

れる。故に，まず，自己所有林の実態を知り，その所有

規模や自然環境，社会経済的条件等のもとにおいて最も

高い経営成績が期待され，しかも実行性のある経営計画

を樹立することが急務であると考えられる。筆者は1958

年後記の森林について，経営案の編成を試ふたので，そ

の概要を紹介し大方の御批判と御指導を仰ぎたい。
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北 海道における

私有林経営計画

の一例・・・・・・・

平啓助
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北海道における森林面積は，全国森林面穣の22．8％

にあたる540万haであるが，この所管別内訳は，国有

林が57．7％，大学演習林その他官有林が2．3％，道有

林が11.4％，市町村有林が4.6％で，いわいる民有林

は23.1％となっている。この民有林は艇地のあいだに

介在したり，里山の耕境地域に散在しているので,地形，

気候などの自然条件や社会経済的条件などは比較的有利

な位麓をしめているが，一方乱伐跡地や山火に成林した

広葉樹の再生林が多いので，平均蓄稜はha当り67m3

内外といわれている。

本道は，自然環境が厳しく，府県におけるスギウヒノ

キ，アカマツなどのごとき優れた造林樹種をもたないの

で，小面識の森林は労務没入林業で収謹に連年性がな

い。木頭地方では10田渉以下の小面積森林は労務提供

林業で備荒的なものにすぎないというが，本道で朧，樹

種織成や自然条件，社会経済的条脚等の関係で更に大き

い面積でも収謹に連年性のある林業の対照とならない。

したがって，これらの多くは農，漁業等のかたてまに育

林が行われるからしぜん農，漁業に従属する傾向がある

から他産業との関連に諸いて，経営を考えなければなる

まい。50～100haの森林になれば特に環境条件のわるい

ところでない限り，自家労務投入による森林経営が可能

であろうし,200ha以上のものは利潤林業の対照にな

ると考えられる。ところが，この森林に対する認識がき

わめてうすいものが多いことは遺憾である。これは，明

治以来，拓地殖民が至上命令であって，森林は単に木材

を伐り出す場所とぐらいより思われていなかったことや

地域広範，道路不完備，冬期積雪などの悪条件もあろう

が現在人工造林の立役者になっている信州カラマツ（以

下カラマツという）のごときも最近までは坑木に使うこ

とさえ山元できらわれていたので折角育てたものも売れ

ないような状態だったので,やむをえないかも知れない。

ところが,.戦時中の過伐によって針葉樹の生産が減少

〆

q

■

一

‐

箪者・札幌林業講習所
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平：北海道における謹有林経営計画の一例

森林の状態

本林は，現所有者の先代が大正の末期に入手したもの

であるが，当時は用材を伐採した残木山で所々にトドマ

ツの′j､径木が散鞭したという。その後炭焼をいれてトド

マツ以外の広蕊樹を皆伐した跡地に成林したものであ

る。したがって，トドマツは5～70年生と推定される

（写真2）が，広葉樹3～40年生の幼令林である。（写

真1参照）その林分椛成状態は第1～2表のとおりであ

る。

森林の位置及び所有規模

十勝国中川郡本別町石井賀孝氏の所有で，十勝支庁

管内の東部浦幌町の北部に位置し,面横は326.97ha(実

測）の1団地である。

地質・土壌

木林は火山噴出物堆積層の上部に泥板岩を有する第4

期層で，波状地帯をなしている。谷頭には急峻地を見る

いわゆる若壮年期地層で，上部の岩層は破砕風化して土

層の下部に混和している。

土壌は，南面と可輌ではややその趣を異にしている。

すなわち，南面はF層が薄くH層を欠き,A1層は黒色

火山灰性徴砂質壌土であって層位は10cm内外にすぎ

ない。櫛造は無溝造状の中に粒状を認め，結合状態は粗

霧で孔隙が多く適潤である。（1958.11調査)A2は潟

擢色を呈する壊土型で腐植が混和し軟かいが堅果状櫛造

の中に粗粒を混じ，層位ば19cmぐらいであり，推移

界は不明瞭であった。B層は褐黄赤色をなし，やや角の

とれた薄片状の小礫を混じた礫質壌土に属するが，その

厚さは60～100cmに及んでいる。結合状態ば軟かく根

系の侵入を認める。

北面はL層が発達しH層がわずかに認められる。A,

は火山灰性黒色微砂質壌士型に属し15cm内外の深度

を有し，ぎわわめて粗鑿で孔隙にと象，無構造状である

が多くの粒状が認められる適潤性の土壌である。Agは

褐黒色を呈し，粗粒状構造をなし，薄片状の矯片を混じ

ている礫質壌土で，層位は50～].00cmに及び推移は漸

定である。したがって，通気，通水性共に良好で樹木の

根系ピマン旺盛である。

これを要するに本林の土壌は微砂質壌土に属し，有効

深度が深く，粗罎で通気，通水性も良好であるが南面は

気節的にやや乾燥に傾くことがあるようである。

第1表直径別

一一

写真1広葉樹林の林相

■

日

＝＝－－．

写真2針葉樹林の群落

記表（寸）

一

直径別本数分配表

ブﾛｯﾄ別|径級’’’2’31
23

148

１
１

２
１
－

１１
１

１
１
１

１
１
ｍ
一
一

９
２
１１

８
４
４

７
３
３１

６
８
８２

１
１

５
８
１２

４
３
１
２
３

計

118

223

本
木

１
２
■
●

０
Ｏ
Ｎ
Ｎ

数
数

1

7

饗
的
一

プ画ツト面種は各1反歩2プIゴツトは長100間巾3間の帯状

No.1は北面傾斜地であるが藤筋に穂平坦地がある。No2は南西傾斜地
測定は毎木渋により胸高〔地上1m)を測定し樹商は目測
直径は分まで読畢4捨5入法により寸にとめ樹高は05間まで測定した

第2表樹高別本数分配表（間）

■
。
●
■

１
３
４
５

:31,｣5@|7181,1!O1!!| 計樹
本
本

プロット別

No.1

No.2

高
数
数

22

45

26

48

９
０３

31

28

４
９

３
７
１
１

11

23

118

223

【.No.1の鋳穣は28.8石(ha換算80m3)No.2は35.85石(ha換算99.5m3)
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平：北海道における私有林経営計画の一例

以上によれば，第1プロットでは,ha当り1,180本で

この需貴は80m$であって,12cm(胸径）以下のもの

が77．1％をしめ，第2プロットでは69．5％である。

また，樹高的には13m以下のもので赫者は88.9%で

後者は79．3％である。なお，胸径24cm以上のもの

は第1プロットでは，ヤマハンノキ，ミズナラ，オニグ

ルミ，ハリギリ，ハルニレ等で，第2プロットはオオパ

ポ〆イジユ，ミズナラ，ハリギリ，ハルニレ等であっ

た。また，南面の職緬撒成は，オオバボタイジユ外17種

で，そのうちオオバボ変イジユ32％，エ卿(タヤカエ
デ26％，パツコヤナギ7％，ミズナラ6％その他であっ

た。ところが,訓晒では，ミズナラ他20種でこのうちミ

ズナラ19％，ヤチダモ16％，エゾイタヤカエデ14％，

ヤマハンノキ9％，アサダ，エゾヤマザクラ，オオバボ

ダイジュ等が各4％その他であった。

なお，本林中にはトドマツの小群落（写真2）を有す

る汎これをサンプリングした成績によると最大胸径

37.9cm,最小6cm,樹高最大20m,最小5m,ha,当

1,700本,"420m3であったが稚樹の発生状況は不

良である。

気候

本ヵ所は，本道のやや東寄りで十勝平野の東端に位す

るので内陸型気候に属し寒暖の差が大きく冬期にはマイ

ナス40｡Cをこえることがあり，夏季はプラス35｡Cを

こえることが珍らしくない。風位は少さく，最寡雨地帯

であるが特に1～6月間の降水量が少なく，6月にはい

って降霜のおそれがある。

計画の要点

本林所有者の先代は木炭業を営んでいたが，現代の賀

孝氏は主として木材業をやっている。そのため第3表の

ような機具を備えて林業を経営している。

第3表林業機械一覧表

なお，本林内に延長7,390m巾員5Inの林道を開設し

た。それで，従来造搬費が石当り400円く｡らい要したも

のが300～200円で足りることになったのと，近時針葉

樹の不足によって雑坑木や雑パルプ材等の需要が増大し

たため施業採算が一変した。なお，末木，枝条等を木炭

にした場合も以前は駅付近に木炭倉庫を建設し，これよ

り再度小運搬をかけ貨車積をしていたものが窯元に貯蔵

しておき，必要に応じ積込ができるようになった等の関

係できわめて有利な経饗が可能になった。それで，近時

叫ばれている林力増強に応えるため林種改良を行い，機

動力又前記の施設を活用して一貫性を発揮し，経営の合

理化をはかり有利性を高めるため長期計画を構想すると

ともにとりあえず昭和34～38年間の経営計画を策定す

ることになった。

したがって，作業級は一応皆伐用材林作業級を採用す

ることにした。ただ，前にものべたようにトドマツの小

群落が散在するがこれは面積も少さく，稚樹の発生状況

不良であるから，前更作業法等によるも稚樹が発生する

や疑わしく，仮に発生したとしてもトドマツの天然性種

苗は幼時成長がおそいので，小面積経営の場合人工造林

法による方が安全鯏と認めたので特種坂扱いをしない
ことにした。

樹種の選定

本道における造林樹種については前にのべたとおり，

現在としてはカラマツ，トドマツなどが取りあげられて

いるが，本林に昭和の初期に造林したカラマツ林の一部

が残っている（34年生）が，この林分成長状態を調査し

た資料によると最大胸径33cm,最小9cm,樹高最大

27m,最少5mでha当り換算蓄積は486m:3に及び，ト

ドマツは前記のとおり50～70年生で,ha当り420m3で

ある。ところが広葉樹再成林分は3～40年生で110m3

内外に過ぎない等の実績を勘案して一応カラマツ，トド

マツを造林樹種と決定し，現地の状況や地力維織将来

需給の特種性等を考えて前者を40％後者を60%の割

合で施業をすすめることにした。その期別予定は第4表

のとおりである。（年度別植伐計画省略）

伐期の決定

伐期令の決定に当っては，その利用目的，材積及び金

員収謹の最多時期などによって多少差異あるも，適正伐

期令(省令で定められた)以上の令階に達せしめることが

有利であると認められるので，前記成長状態などを勘案

してつぎのとおり決定した。すなわち，カラマツほ今後

用途の開拓と利用の普及により一般純土建用材，坑木

パルプ材等として供綿することを期待し，30年にて胸

径25cm,I､ドマツは-殻用材及びパルプ赫等を目標と

一

●

●

－

型｜数曇備考名
ロ
叩

BBW33年製

33年製

全回転式32年製

半回転式33年製

プルトーザ

ブオートルトラクター

トラツクケレン

〃

ダンプカ・一

卜ラツク

ジ－う･

ジープI、レラー

チエンソ一

１
１
１
１
１
６
１
１
３

塔載G.M・C

″
″
″
〃

この他林内に木炭窯3基，木炭倉庫土台付亜鉛板茸32坪

1猟従業員住宅3棟，器具庫1棟，宿泊所1棟，製材
工場（小茎木利用の設備あるもの）
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平：北海道における私有林経営計画の一例

第4表期別植伐予定表

期潮
一
派

昭34～38
－

楠 伐予燈

第2期昭39～“

盗源植伐予定

面積|蓄積伐採面積|伐採材穣|合工造蕊’面積|蓄穣 伐採制積|合工舗|伐採面積’
一
ｍ
一
斗
一
一
》

１

１

ha

151,260

151,260

ha

14,000

11，497

250,608

276，105

ha

8，000

140,512

148,516

石
27，788

32,473

160,26｣

ha

6,000

137,609

112,092

255,701

ha

6,000

112,092

118,092

2｡‘37f’
36,509

56,882

一

個

51,715

78，456

130,171

石
沼
哩
”
｜
飢

３
７
５
６

１

分

９

０
６
７

２
３
５

天然林

人工造林

天然林

人工造林

計

Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｌ

第3期以降の分省略

第3期以降天然林の伐採が一応0となることになるが，本施業は毎ha30.000本値をするがウダイカンバ及びヤマハン

ノキ等の樹冠，形質優美なものをha当り30本内外保存し,I､ドマツは可及的伐採を控え，第3期以降に繰越すよう

にして全員収穫の保続を図るものとする。

１
２

一一

第5表伐期令算定表 とおり決定した。

収支の概算

本経営計画に見込きれる第一期間の収入は立木売払代

（第6表）と製炭利益，（第7表)工場利潤，造林補助

金等であるがこの収入見込は第8表のとおりである。

の

考
鑑
罐
伐
各
均
一
平
ｂ
令

備
〒
・
期

ｕ
ａ
伐

燃雌
ｌ
ｌ

令
年
期
釦

伐臘
‘
”

種
守
樹
奉

－－－－

|合鍵蕊鮮の60％60年トドマツ

第7表製炭収入
計|1OOll#31"51a

原木石数|出炭量|単価｜金額術 考
100

し60年にて胸径30cmを期待しU=五干宜で計算
ab

したものに更新の確実と保有の安全を考慮して第5表の

第6表立

16,23689,967ユア,,052｡,｡,|鱸去5鵜換算
石俵

0
一一

木売払代

材
備考

|金額

王
間
伐
別
一
主
伐
（
林
改
）

材

単価|金額
門/石
55015,283,950

4006,494,400

－21，778，850

止
石
一
的
的
９
９
２
２

歩

炭
融
石
一
弘
妬
２
２

木
躯
妬

立

用

立木石数

石
27，789

16，236

44,024

|樹種
針梨樹

広葉樹

計

輌
一
咋
一
沁
一

出材石数

石
22，280

12，989

85,299

計

1,136,520

1,136,52022,914,870

一

伐採歩止りは昭和33年度同地施業の実績を採用。
立木価格は同上12月本別市場における取引価格より算定。

広葉樹の用，碧拐Iは各50％ととした。（実漬は6：4である）

針葉樹は今期はなるべく病，虫害木及び形態不良木の伐採にとめる。
搬出距離は10kmにして逆勾配なし。中出不要，木寄平均100m。

１
２
３
４
５

第8表種目別収入見込

目｜金額’ 考備種

22,914,870H
1,052,109

915,000

615,360

25,497,339

立木売払代

製炭利益

工場利益

造林補助

計

下駄等を排材で
るのでこの5倍､舞離議蒸箪蕊｡綴痢蕊ぃ｛

工場は一般製材の設備
加工しているので昭和
を計上した。
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第9表種目別支出見込表

種別｜面積｜
立木調査148.5

"|_…”｜トドﾏﾂ6”’

｜

’
単位|金額

""'"w
"I,nR7Rnn

備 考

皆伐作業なるも保存木をha当80本内外残存するものにつき
出材検地とする。よって保存木片は作業の承掲上，1人1日
0.5ha当1人1日600円の割

造苗木
1,037,5001ha当2,500本植中禰使用苗木単価は北海道協定価緒による。

|同カラマツ56．7 "896,700 上

計|!26｡|"|1,"4,2001小

林

!26pl"|!,26｡,00ol"h謨級:冊罷W閏劉(笹謹僅少〕徹付

卿
園
司

補植|10'81"|221,7601; 今鰯最終年度新植の分の補植は次期に入る。ha300本，所要人工2人の割，人工単価前金。

下刈‘

山火馨防｜
野ﾈズﾐ防除’

カラマツは8回，トドマツは4回の予定
昭和33年度植栽のカラマツ8,22haを含む。
ha当3人,1日500IW,カラマツは年2回刈。

●
●
＄

１
２
３

373．6

134．2

(134.2）

〃1，120，776

〃13，420

"|67,110
１
１

今期造彬池126.0と前期の58.22分を対照とし,ha当り100
を見込んだ。

同上ha当り500円〃

＝_‐

保

18,4201同上ha当り100円〃

93,'SOl
9,655,5481,760万公庫融資の償還（2173,887×4)+960,000=

畷”雫〃｜
小計｜
林道開設費綱

('"2)|"|
』3“’
6,90]Iml

謹

施
設

１
１

管
理
負
担
金

管理費lll26',64｡
公租|3,,.61mr｢779,000

１
１
造林関係経費の10％を見込む。

公簿面積年155,800×5=
●

負担 金
計

森林組合費その他250，000
－

1,029,000Ｉ
1

1

小 0

蝋|火災保険|12601',al27,7201126×220=
Ｉ
Ｉ
費
計

務珈ｌ
聯
ム
蜜
合

'｜‘｡"，｡，"|蝿,篭｡融購癩"響…'人欝議隼闘‘
’’20,137,"91

一

以上の収入見込に対して，支出見込は第9表のとおり

である。

このケースの特質は，育林より製品販売まで一貫的に

なっていることと林改を10年間で大体完了することで

あるから，第3期以降の林木収入が一時中断することに

なるので，これを保続的に調節すると，連年の金員収蔵

は僅少となる。故に，林道等に多額の投資をすることは

困難と思われる。しかし，近時，公共事業賀で林道網が

完備しつつあり，公共事業の採択基準にあてはまらない

ヵ所に対しては道単林道等の溝想もあるので，自家労力

をもって施業に当るとすればbこの例より小さい規模の

ものでも経営がなりたつ場合があると考えられる。

故に，本道民有林面積の52．2％をしめる100ha以

上の森林所有者は，まず経営計画を樹立して自己所有山

林の実態をしり，合理的な施業をおこなって，森林の利

用度を高め，林力増強の圃家要請に応えるべきであろ

う。

農業では，農業改良相談所のP．Rで，耕種改良や採

用品種の決定，生産物の利用販売などをテーマとして家

族会議を開き経営の合理化を図っている。林業において

も民有林業の経営意識の高揚溌図るよう改良指導員の活

動を期待してやまない。

恐惚

－38－
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(ソ連邦農業部機関誌「林業」1958年8月号所載）

林業種子の活力を決定する

新らしい一般向き染料

イー・アー・スクラートワ（女）

須田文夫訳

F■■毎 －云蚕一百垂画一ら己須寺唇＝一一面五丁1－ー

林業種子の活力を決定する際，アニリン染料によるそ

の胚芽染色方法を利用することができる。使用されるア

ニリン染料は以下のごときものがある。

1．白叉は茨色の胚芽を染色する為には，染料濃度

0.05％の青色インジゴカルミン(IndigoCarmine）

2．緑色胚芽を染める為には0.2％鵬度の紅色酸性唐

紅。（ブクシン）

このニツの染料ば種子管理所の実験条件の下で，よい

結果を得た。染料幟死んだ胚芽の細胞繊維に簡単に浸み

込承，その染料と同じ色（青，紅）に染められる。これ

らの染料は林業コルホーズ又臓林区等で大量の種子調製

用に使う場合しばしば不足しているし，叉必要濃度の染

料溶液をつくる場合，必要な技術用秤と，測定用の容器

もないことが多い。

われわれが，さがし出し，試験した新らしい染料一一

レッドピート(Redbeet)の液（切断面は白い光沢のあ

るものではなくズ，外形の扁平なエジプト･レッド･ビー

ト）は簡単で，安価で各林業作業人員にも扱い易い。そ

の根菜からとった液は，水を加えないで自然濃度のまま

使用しなければならない。

溶液を準備するには，レッド・ビートの厚皮をむき，

細かいおろし金でつぶし，それから布で液をしぼり出し

その液を叉二重の布で臓過する。

この液で胚芽の死んだ細胞と繊維を染めるのである。

染色する種子の準備，種子を浸水する時間，胚芽の分離

等は*ゴスト2937-55標準で行われなければならない。

事前における種子の浸水は，必らず次のような時間を

必要とする。

まゆ象・いぼたのぎ－2－3昼夜。

アムールコルクガシ（外皮なしの種子）－18時間。

桃・さくらんぽう・西洋ざくら・杏．ばたんきよう。

（核をとり除き種子だけにしたもの)－18時間。

筆者．（プリヤンスク林業菰子管理所技師）

駅者・東大農学部演習林研究部

＊全ソ国家潔準（ソ連全人民経済部門にあてはめられる統一
的技術基準）

サンザシ－3－4昼夜。

葉の尖ったかえでAcerpseudoplatanus.-18-20時

間。

ボダイ樹（弱められ傷つけられた縁のついた種子）一

1昼夜。

スピジーナー3昼夜。

すもも・りんぽく・桜桃－1昼夜。

とねりこ（翅果のない種子）－2昼夜。

りんご・梨．まるめろ．ななかまど－3－4昼夜。

レッドピートの液は，白色と黄色の胚芽（例えばりん

ご，ポダイ樹,いぼたのき,梨，りんぽく及びその他）と

緑色胚芽（例えば，葉の尖ったかえで,Acerpseudo-

platanus顎を染色するのに適している。林業種子の胚

芽をレッド・ビートの液で染色した結果は,インジゴ,カ

ルミンの典型的なもので染色した胚芽及び1カ月にわた

り泥炭にまぜて浸した蕊の尖ったかえで(Acerpseudo.

platanus)とす鷺かけのきの種子の胚芽と比較された。

自然濃度（10％）のレッド・ビートの液で胚芽を染色し

たものは，その活力の程度を決定するのに充分目的を達
せられることを証明した。なぜならば，その結果は，イ

ンジゴ，カルミンで染色したもの，及び砂か叉臓泥炭の

中に1カ月種子を浸したものの結果と近いものが得られ

たのである。

われわれは胚芽染色の最適時間を決定する為に,15分，

30分45分と，染色時間を異にして試験して象た･最

適時間は30分であり，15分間では胚芽は淡色にしか

染色されず，45分間では染色され過ぎた。胚芽染色の

際，胚芽のﾀ函がガラス状や，油っぽいものはレッド・

ビートの液でも，インジ魂カルミンでも染色されない

ので，その場合は，その･色が正常のものより暗色を呈し

ている場合は，活力のないものとして扱う必要がある。

全く染色されないもの，叉は表面が淡色に染色された胚

芽は活力のあるものとする。ノI､根の先端が，明瞭に染色

されている胚芽子葉と小根近くに斑点の出たもの，及び

その他の染色状況を呈した胚芽は活力のないものとすべ

きである。なぜなら発芽まで長時間を要する種子は，播

種前，その種子を浸水することを必要とし，そして浸水

の期間中損傷してい烏胚芽は腐っているからである。

われわれが紹介した新らしい染料は林業コルホーズと

林区に大きな援助となるであろう。

× × ×

× × ×

－39－



回

同

中国考察団を迎えて
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太い体がそういう感じを与えるのか，4人の中国の人

達は，イライラとかせかせかといった感情からは遠い人

のようだった。

「言葉わかるの，私1人です，ぼかの3人，お国の言

葉話せません」

日本風に名刺を交わしながら，王国瑞さんが，上手な

日本語で，そういった。

中華民国台湾省政府

農林庁林業考察団

と肩がきした大型の名刺には，日本では住所を書くと

ころに，「江蘇」といううように，出身地が刷り込んで
あった。

王蘭亭
邸文珠
王宝樹

そういう名刺を交換する間，王国瑞さんがこの人達の

言莱の不自由な噺を説明するのに，柔和な徴笑を絶やさ

なかった。

林野庁からついて来ているYさんが，団長の王蘭亭さ

んに,Mr.Fujiwara・Heisと尭需で紹介した。同文

の国の人である王蘭亭さんは，尭需の方が堪能であられ
るようだ。

私は大きな皮の鞄に荷物を入れたり出したりしている

邸さんの，丸くて大きな背中をゑていた。日本でいう角

刈りの頭が，行儀のいい形をしていて，太い首筋には，
まだ，たる"；Aの見ええない年令だった。

王国瑞さんが，私に，北山林業のことをきいた。私は

スギに極端な人工を加えて，日本建築の特殊な構造材を
作っている，この古い都の郊外に発達した集約林業につ
いて簡単に説明した。

私と王鬮瑞さんが話しているのを静かな微笑を浮べて

見ている3人の中国人は，姿が余りに日本人に近いだけ

それだけに言葉を解しないという事が，お互の間に一層

遠い3匪膿の感じを抱かせた。そうすると，この4人の人

達が背後に負っている台湾というものの姿が浬の胸に浮

んできた。今，彼等の母国台湾が置かれている国際的位
置を，今，この人達は，百年の計といわれる林業を，し

かも20度もちがう総度と，年平均気温が10度からち

がう日本へ来て，何を学ぼうとしているのであろうか。

そう思うと，王さんや邸さんの柔和な微笑は，何を意味
するのであろうか。

「私，お国に知った人がいます」

そういってゑた。王さんは

「兵隊の時ですか」

極めて自然に王さんの口から出たこの言葉は，中国と
日本を結んだものは，いつも戦争によってであり，戦争
だけがお互のつながりをもつ唯一の機会のような先入観

を与えているこれまでの両国の関係に，チラとうしろめ
たいものを感じつつ，私は，その感じをつよくはねのけ

京都営林署

るように，

「いや，子供の時，学桟の時です」

といった。

「そうですか」王さんはちょっと驚きの表情をしてか

ら,r今もお手紙交わしていますか」といった。私は

『戦争以来出していません。20年潅勃に台北に大き
な地震がありましたでしょう。あの畭見舞の手紙を出

して，それに返事が来て以来，便りがありません」

「そうですか」王さんは鰯既をこめて，

「大きな地溪でした，人が沢山死にました。お友達，

お名前何といいます？」

「洪瑞乾，洪君と云います」
「あ！洪君，知っています，知っています，時,々あ

いますよ」

「そうですか」

私は余りの偶然に驚きながら，
「こんどお会いになりましたら，元気でいたとおっし
ゃって下さい」

王国瑞さんは，他の3人に，自分の国の言葉で，私と

洪君とのつながりを話しているのか，3人が視線を，私

の方に送ってよこした。

「洪君とは同じ寮にいましたから，日曜日には終日テ

ニスばかりやっていました」

私は20年以上も前になる洪君との交歓を想いおこし
ていた。色が白く，背がたかく，柔和であった洪君の表

情ほ，湛の胸にはっきりと像を結んでいた。

「洪裁今でもよくテニスしています。そうですか，

あなたとテニスしましたか，謹もテニス好きです。洪君
いい前衛です」

林野庁のYさんが，私達の会話をききながら王蘭亭さ
んに英語で話していた。王闘亭さんの眼は少しつりあが
っていたが，頬が蝋かなために柔和な相を拳せていた。

王聞亭さんは,Yさんの話をきき終ると，大きな体を
スッと立て，カバンのところへいき，ファスナーをシユ

ッとしごくと，中からパナマのケースに入った烟草を私
の手に握らせた。そうしながら頭をさげた。私もそれを
掌にいただいたまま町寧に頭をさげた。

台湾パナマの小さなケースには紙巻の両切が20本入
っていた。紙質の悪い緑の箱に，蕊とかいてあり，反対
側に，達成，民国革命とかいてあった。

一行は北山を見て，京都大学演習林を見て，次の視察
地へ向った。

それから十日程して，大きな白い角封筒が私の所に届
いた。封筒の裏には，

台湾省政府挫林庁

台湾省政府農林庁材産管理局

王蘭亭外
としてあり，中には

先生恵蕊蘭亭等此次奉命前来
貴国考察諸承
教示感籔良股效団返鬮在即末克趨辞深引為漱専此
怖臆弁申謝悩虚頌
時綾
中華民国47年7月

圭蕊饗篝敬啓
という明朝体の活字で印刷した礼状が入っていた。

（1958.10.14)

－40－
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Ｉ スエーデンにおける林木種子採集ならびに種苗取引

佐藤大七郎難訳
’
一

の樹木のﾀ”（表現型）にもとずき，次のような明細に
よる。

（林分の明細表）

針葉樹

1．優良林分

立地条件と年令とから考えて，生長良好で，かつ

直幹，細桟自然藩伎の点で侭秀なるもの。式妓の
もの,樹冠の広いものや生育不良木がごく少なく,極
端なものは，絶対にないこと。病害（マツのblister
rustおよびカラマツのcankelうにかかっていない

こと。

（注）優良林分では不良木を除いても閉鎖が破れな
いこと。

2．中庸林分

中庸の性質の林木からなり，いいかえれば比較的
枝が太く，桜羅のひろがったもの，やや生育のわる
いものからなる。しかし，良い型又は中庸型の桜沐
が相当量含まれている林分。

（注）優良叉は不良のどちらにも入れることのでき
ぬ林分の全部。

相当量とは，法正林分本数の少なくとも1/4
を意味する。

3．不良林分

非常に枝の太い，樹冠のひろがったものや劣勢木
が非常に多い林分。幹の曲ったものが多い林分｡寄
生菌（たとえばblisterrust,conker)の害をはな
はだしく受けているもの。

（注）現在スエーデンにおいて重要な針葉樹は，
PiceaAbies(L.)Karst,Pinussilvestris

L.,Larix類とくにL.deciduaMil1．である。

広葉樹

1．優良林分

樹種,地方条件,年令から考えて生長良好な林分
で，単幹，通直な樹木からなり，中庸程度の太枝，
曲幹のもの，分幹のものが少ない林分｡

（注）優良林分においてば不良木を除いても閉鎖が
破れないこと。

2．中庸林分

緒 言

この「指針」は，種子や苗木の需要者が，ある地方に

造林しようとする種子や苗木が，果して適当なものであ

るかどうかを判断するための，もっとも便利な導きとし

また，同時に品質のよい種子や苗木の生産を奨励するた

めにつくられたものである。

林木の種子は，生産力と利用上の観点からすく．れたタ
イプ（型）の母樹や母樹林より採集しなければならな

い。したがって，その種子をどこから採ったかというこ

と，その他の造林上重要な諸性質を知ることが大切であ

る。林木の種子や苗木の取引には統一的な命名法が，と

くに必要である。

需要者が種子や苗木の産地を，よく知りたいという要

求は至極当然である。もし，種子や苗木の生産者がみん

な，母樹休や，母樹や，種子について，同じシステムで

分類をして，その種子や苗木を使用すればはなはだ好都
合であろう。

これらの理由によって，私有林局は国有林局，林木育
種協会，林業試験場王立林業大学，森林保全局，森林
改良協会の各当局代表者との協議の結果，種子採集のた
めの林分の分類，特に選定した母樹の登録と林木の種子
の分類，産地から，（林木種子および苗木を）他地方へ
移動することの可能性，林木種子の採集，林木種子およ
び苗木の取引，などの諸事項について，決定された下記
の諸方針を承認した。

x種子採集用林分の分類

林分を種子採集の見池から次の3階級に分ける。

一

9

③

←

蓮王採裳魁塗鍾里堕測
優良林分（プラス林分）

中臘林分

不良林分（マイナス林分）

林分の分類は，順次，補綴，改変し得る明細表にした
がって行われる。優良林分は質，量の双方を考慮して
選んだもので，特別の注意をもって探さねばならぬ。

その所在地を，私有林局に報告し，私有林の優良林分

の登録をしなければならない。母樹林の決定は，林分中

＊東京大学助数授

－41－



スエーデンにおける林木種子採集ならびに種苗取引

れらは伐採を防ぐ処置を講ずべきである。

優良木を報告するときは，特にこの目的のために用意
された用紙を用いる方がよい。これらの木は明瞭に印を
つける。（ペンキがよい)。

報告者朧，他の人にも分るように，生育している場所

を記入しておかねばならぬ。用紙の裏へは，簡単な図面
をかいておくと便利である。優良木は後には，林業試験
場で管理する優良木の国家登録台帳へ登録される．

中庸の林木，すなわち，比較的枝の太いものや分
幹したものからなる。ただし，良型中庸型のもの
を相当錘含む。

（注）擾良，不良のいずれにも属しない全ての林分
が中庸林分である。相当量とは，法正林の本
数の少なくとも1/4ということである。

3．不良*|分

著しく曲ったものや枝の太い型叉は著しい分幹の
ものが多い林分。

（注）スエーデンの主要広葉樹種は次のごとくであ
る。(IIMf)

上述の明細表および地図によって，不良地域すなわち

不良林分の多い地域を区分する。優良林分は注意深く図

示する。そうすると残りの地域が中庸地域つまり中庸林
分の多い地域をあらわす。

‘‘中庸林分'，という概念は比較的巾の広いものである

から，種子採集には，目録を作る際，良好な中庸称分の
場所を示しておけば好都合である。

不良地域の区域表示は特に重要である。というのほこ

れらの地域と，通常少なくとも周囲1km以内の周辺地
帯では，種子採集を禁止しなければならぬ。もし不良地
域から採集することがどうしても必要な場合,たとえば，
非常に海抜高の高いところなどでは，林分の型のいかん

にかかわらず採集してもよいが，しかし，できれば，極
端な不良林分は避けるべきである。

精英樹（エリ－1､｝

職密な科学的方法によって行った検定の結果，僅良木
（あるいは他の樹木）が標準の材料よりすぐれた子孫を
生ずることが分ったならば，林業試験場で管理している
精英樹の国家登録台帳に入れられる。

その木が登録されてはじめて公的に精英樹と呼ばれ
る。

＝‐

］Ⅱ林木種子の分類

採種した林分の性質によって種子は次のように区分さ
れる。

種子区分の細目

A.特殊種子

人工交配によって得られた種子，採種園からの種子，
国家登録された精英樹ならびに優良木からの種子をい
う。

特殊種子について次の区分(A1～4)#*,林木遣伝
育種協会あるいは将来その協会の任務を引つぐ組織の認
可をえた種子にの歌証票をつけることができる。
1．‘‘原穂，，として区分された種子

2．精英樹第0号種子

3．優良木採種園第0号種子

4．歴良木第号種子

B.林分種子

林分から採取した種子である。

1．整理された登録優良林分からの種子

（注）林分および隣接地域から不良木を全て除去
し,種子生産の準備が完了したとき,林分は

整理されたという。優良林の母樹は，少な

くとももっとも近い不良木から100m以上

離れており，大面積の不良林から少なくと

も1km以上はなれていなければならない。

2．他の魑良林からの種子および中庸林分中の良い母
樹から注意して採取した種子。

3．母樹を特別に選択することなく集められた中庸林
分の種子。

4．不良林分からの種子，あるいは林分型不明の種子

令
凸
●
ウ

9

Ⅱ選出した樹木の登録と分類

特に僅秀な特性を持った個体で，下記の条件を満たす
ものを礎良木（プラス木）という。

優良木明細

封葉撞

1．直幹，細枝，自然落枝性の樹木で，樹冠が広くなく

枝が長くないもの。同令の周囲の樹木より相当樹高洋
高く，直径も大きいもの。

健全で，松のblisterrustやカラマツのCankerな
どの病害にかかっていないこと。

哩圏封

1．樹冠が特に広くなく，直幹の樹木，同令の周囲のも
のより樹高，直径が大きく，その他の点においてもす

ぐれているもの。単幹のもの。幹と大きな角度をもっ
た太い主枝を持たないもの。

2．特に価値のある材（たとえば波状杢，玉杢のある材
など）のものや一般に特に価値のあるもの。

優良木は林木育種に有用であるから，これらは林業試
験場へ報告して，擾良木の登録をしなければならぬ。こ

一己
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スエーデンにおける林木種子採集ならびに種苗取引

るがよい。これは無料で入手できる。種子が大量で，後

に小さく分割するような場合は，証明書を多数つけてお

くと便利である。

種子取扱所の登録

種子取扱所とは，球果処理所，種子を販売する商会，

林木種子の輸入業者ならびに種子の自家採集を行う苗畑

を含む。

各種子嘔扱所は，登録番号を割当てられ，これを種子

の一つ一つの包急につける,仕訳番号の前に書く。登録番

号は各地方の自動車の登録に使う文字を用い，その次に

アラビア数字をつける（例えばF1,F21,F31)。

各地方とも，登録番号は次のように分けられている：

森林保全局関係は第1号から第19号菫で，国有林関係

は第21号から第29号まで，その他は第31号以上。

種子取扱所国家登録台帳は私有林局に保管する。

Ⅳ林木種苗の原産地からの移動

通常，林木種子は，造林場所と大体同じ繊度，同一凱

候の区域からとらねばならない。もし種子を他の場所か

らとらねばならぬ場合でも，ある範囲をこえてはなら

ぬ。

v林木種子の採集

種子あるいは球果の採集は，正確に報告のできる者に

監督されねばならない。通常，次の事項について報告す

ることが必要である。

1．樹種

2．採取場所。採取の場所は地形図上にその場所を

記入し，農地のような場所からの大体の方向と距

離および林分，ならびに林木の登録番号を記載す

る。

3．採取場所の海抜高。この記載は海抜高の上限，

下限を，例えば0－50m,300～399m,あるいは

海抜高帯をもってする。

4．種子の品等区分

5．採取時期

6．監督者の住所氏名

種子を採取したときは，私有林周による様式A3の採
種記録票あるいはこれと同様のものを球果あるいは種子

の袋につける。

Ⅵ林木種子および苗木の取引

種壬および苗木の保証

林木種子および苗木を販売霞たばその他の方法で識渡

しようとするときには，種子あるいは苗木の送り状ある

いは特別証明書に次の醐項を記載せねばならない。

種子の場合：

a・供給者の住所氏名

b.樹種

c、保証票

d.種子の品等区分

e・産地

f.採取時期

g.貯蔵方法

h.発芽力

i、千粒重

苗木の場合：

苗木の供論者は上述のa～eのほか，苗木の年令，床

替回数登録番号を苗木の送り状に記載しなければなら

ない。

もし，これらの記載に謄殊な証明証を使用する場合は

私有林局による様式A6およびA7のようなものを用い

－

種子および苗木台帳

種子取扱所および苗畑には，一つ一つの種子および苗

木を記録するための台帳を供える。台帳には個為の種子

苗木を区別できるように，それぞれ記号をつける。記録

として使用されるこの台帳は，私有林局のA8,A9様

式で作られる。

一包象の種子や苗木に多数の証明証が必要な場合は，

台帳の写しを役所に送って証明書を多数作ってもらうこ

とができる。

少堂の種子や球果をいくつか集めて大きな包装とする

場合は，各盈に同じ仕訳け番号をつけてよい。必要なら

ば少堂のものは，多く集まるまで，特別の台帳に記入し

ておいても差支えない。

保証票

登録種子取扱所が種子や球果を入手したならば，これ

に樹種名のほか，取扱所の登録番号，仕訳け番号をも入

れた保証票をつける。この保証票は種子に関する種なの

記載が，どこで行われたかを示すものである。保証票は

全ての送り状につけなければならない。またその種子か

ら養成した苗木にも，苗畑で別の‘擢種番号”を用いる

と否とにかかわらず，必らずこの保証票をつけなければ

ならない。

種子の品等

●
丑
■
ロ
■

む
蛾

司一

種子の品等は，前述の品等区分による記号と数字で，

種子および苗木のどの証明書にも記載される。

産地の記載

産地については少なくとも緯度帯および海抜高を明記

する。緯度帯番号は南限の緯度で示す。例えば北緯63。

－43－
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スエーデンにおける林木種子採集ならびに種苗取引

えば，1948年秋から1949年春の間に篝した場合は，

1948/49とする）他の機緬は年を示す。

と64.の間で採集したときは63･であらわす。部分的に

気候区域を異にする地方では，緯度帯を細分する（例え

ば海岸地方，内陸地或山岳地区のごとし)。緯度帯の

他に採集を行った地方名をも明記する。

種子採集地の海抜高は,100mごとの海抜高帯であら

わす。（海抜高帯0=0～99m,1=100～199m,2=200

~299mなど）海抜高をより精しく表示したときば，海

抜高帯の記載は行わなくてもよい（例えば240～270m)｡

〔例〕

種子をLapland地方の北緯66。～67.,海抜300~

399mの場所で採集した場合は，

「66.,海抜商帯3,Lapland地区」

と書きあらわす。

産地の識晩の場合，とくに必要な場合には緯度の他に

地図上の地名を配してもよい。（例えば63.．Sollefte&,

海抜高帯2）また，緯度を示さずに，府県，市町減字

林分の登録番号等を明記してもよい。

採集時期

貯蔵方法

種なの貯蔵方法が行われる種子（例えば，ナラ，ブナ

など）については，実際に行われた方法を明記する。

発芽力その他

発芽能力および千粒重の決定は，中央種子研究所の方

法にしたがって，林業試験場および中央，地方種子研究

所に依頼して行う。発芽力の記載は下記のとおりである

（パーセント)。

1．一定日数（通常10日）後の発芽数

2．未発芽種子

3．異常発芽種子

4．腐敗種子

5．枇

種子の販売は，発芽力検定後，低温密閉貯蔵の針葉樹

種子については6カ月以内，その他の種子では2カ月以

内でなければならない。（様式等略）

一

針葉樹では擁集時剣は常に季節にしたがって示す（例
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5．口述試験の場所と期日東京都11月28日と29日
6．口述試験の期日11月中旬識燕叢査合祷昔に這獅
される

7．合絡者の発表12月下旬の予定
願書の請求その他問合せは，各都道府県庁林務課で取
扱っている。
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山村振興対策協議会開催

去る6月9日より19日までの11日間，縦野庁市兵
術町会鍵童において，都適荷県担当係官と搾野庁とによ
り，次の事項が協議された。
1．山村振興地域整術協議
3月末817地域を市町村蝋位，林業依存の多いところ
に整備したわけで全国総数749地域となった。
2．特定山村振興地域振興計画協議
全国86地域の34年度実施計画，5ケ年振興計画の
内容協議であるが，全国的にみてまだ充分の指導は行な
われていないと考えられた。

3．34年度新農村建設事業計画概要
本年度の対象地域は比較的山村地帯であり，林業関係
事業の進出を予斯したが，総国庫補助額31億円に対し
林業関係1億7千万円（5.7％）と過去4ヶ年における
最低率をしめした。

一弓

林業専門技術員の資格試験が行われる

ことし（昭和34年度）の林業専門技術員の資緒試験
は次のような要領で行われることが，6月20日の農林
省公示として官報にのった。

1．実施する専門項目林業経営，造林，森林保護
林産化学，特殊林産，木材加工，林業機械，普及方
法の8項目全部

2．試験の方法農林省のだす課題に対して受験者は
自宅で論文をわくってだす醤類審査と，これに合緒
したひとに対して行う口述審査

3．出識諦切期日8月20日

4．報告書課題に対する論文は400字詰原稿用紙
15枚以内を9月5～26日までの間につくってだす

一

◇石谷顧問，参議院議員当選
去る6月2日実施された参議員院議員選挙に立候補し
た本会顧問石谷憲男氏は全国区で第11位，52万余の得
票を以てめでたく当選した。

一一一～～凸へ一～ー

編集室から
一'一一

○本会の会員状況を本年3月末現在について見ると，営
林局炎部4,391名，都道府県支部4,686名，各犬学支部
1,553名，及び本部直結の個人会員が831名となって居
り，正会員の合計が11,461名，うち学生会員が1,284名
である。また嶋湯I会員は甲種244名，乙種96名，外地会
員80名，計420名で，その総数は11,881名。○これを年
度別にみると，いずれも3月末現在において，昭和30年
が11,987名，31年11,990名，32年10,771名，33年12,038
名とほとんど大きな変動を見ない。○会員層が一応この
程度で安定しているということであるが，現実に本誌の
読者がいつもこれだけあるということは本会の大きな力
であって，また一面これの編集に当る私共の責任も重大
であることを自覚する。熱心な会員からの叱正をいつも

一一屯－～へ今一一

鉢野庁人事
一四m

6月5日付

命林野庁林産課長監査課長森田進
命林野庁監査課長調査官槙重博
命林野庁調査官監査官隅田達人
依頼退官（北海道林務部長）林産課長沢田成爾

一一一
、－

会務報告
一一～一

◇第3回編集委員会
5月25日3時から開催した。
場所本会

出席者秋山，猪瀬，松原の各委員，本会から掻原，
中村，八木沢。

◇第1回常務理事会
5月29日午後2時から本会において開催，昭和34年度
叫喋方針その他第13回通常総会開催について協議した。
出席者川床,大久保,高橘,丸鬮，池田，孕石各常
務理事，松川理事長，松原専務，計8名。
◇第5回林業技術賞選考委員会
かねて各支部から推薦されていた各候補者について，
上記常務理事と次の各氏を委員に委嘱して，その選考委
員会を5月29日午後4時から本会において開催した。
常務理事以外の委員
小倉武夫氏（林業試験場木材部長）
坂口勝美氏（林業試験場造林部長）
岸本定吉氏（林業試験場林産化学部）
中村英石氏（林野庁業務課）
内田憲氏（林野庁普及課）
因みに本年度林業技術賞憾遺憾ながら授賞の該当者が

9
ｔ
垂
６
。

一一

待つ次第である･
一

昭和34年

’林
6月10日与論

業技術第208号

編集発行人松原茂

印刷所合同印刷株式会社
一一一～ーへ一一マーーヘーー一～…ｰ竜一一一

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地

ないということに決定した。

－45－
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燕（昭和34年7月)"'''I-III'…雛"…蝋‘…"卿卿帆‘’"'"…'‘・皇
冒
曽

林業普及叢書(林野庁研究普及課編）胃
＝林業技硫濤書（日林協編）一

】
一
一
一

冒 締円〒円集
亨6磯村重任日本森林資源の分析70(会員60)83

（江・産業構造と森林賓源）皇

：7田中波慈女森林の蕊寛因子100（〃90)16弓

冒8岡崎文彬照査法の莞饅80（〃70)〃
珊

言9片山佐又油桐と桐油80（〃70)〃26
身10飯塚躍魚附林の研究110（〃100)〃35＝

？14塩谷.倉沢･黒田林業麹浸の地域的購造210(〃195)2436

円〒円言

小野．松原くる砿508皇
冒

林業解説シリーズ(林業解説編集室編）。皇

＝

内 田登一猟308：
皇

今西錦司いわなとやまめ〃〃苧

島田錦蔵新森林法とこれからの民有林〃〃皇皇
看

加留部善次ナラ材の在り方〃〃畠
室

瀬川清材界の諸断面40〃言
三

山崎次男日本古代の森林〃〃薑

村山醸造キクイムシの生活〃〃言

岡崎女彬林木のなかの水〃〃皇
沢田樽木曾の林業〃〃冒

冒

選抄歌集山と森の歌〃〃亨

佐藤大七郎苗畑と水〃〃皇
冒

嶺一三日本のカラマツ林〃〃冒
壹

石昌子山と森の句〃〃：

寺田喜助風災5700万石〃〃言
八木下弘林業写翼の問題点〃〃皇

号
京大林学教室林学名著解題(1)〃〃冒

三

梶田茂ほか林業名著解題(2)50〃菅
兵頭正寛和紙とその原料〃〃言

加納孟成長と材質’〃皇
沼田真竹林の生態〃〃冒

皇
平井信二材料としての木材〃〃亨
沼田大学著名なる林学者80〃言
清永健介空からの森林保護50〃皇
永田洋平森のいきものたち〃〃冒

皇

中野実とどまつ．えぞまつ〃〃弓

小村糖森林内の蒲生地衣類〃〃畠
門田正也荒廃地造林をめく．る土壊の問題〃〃冒
郷正士春マキ秋･マキ芽ダシマキ〃〃胃
上田弘一郎ササの生態とその利用〃〃琴

坂本直行山の木と草（野草編1）〃〃皇
冒

遠藤嘉数欧州林業の二筋道〃〃冒
芸

今田敬-i罫ド地のミクロクリマ〃〃ミ
ミ

斎藤基夫山口県のヤブ退治〃〃亨
昏

波本直行山の木と草（樹木編）グク皇
大隅真一ジユ.ラの旅〃〃冒

皇
兵頭正寛小さい山狩ち〃′言
郷原有恒山崩れを考える〃〃三

倉
内田恋木炭を見なおす〃〃皇

室

域本直行山の木と草（野草編2）〃〃；
皇

四手井綱英造林技術のあり方〃〃言

大隅真一フランス林業に学ぶもの〃〃誉

合田昌義野ウサギを防ぐ〃〃書

讃一三オワセの林業70〃畠
三

谷口信一シラキユースの大学生活50〃胃

盛岡英治郎林業労働の危険率〃〃皇

言15岡崎文彬欧米各国における森林作業法の動向37
畠

；::;：：：
三

言16内田態有名木炭とその製法

：19小沢準二郎林木のタネとその函及い280(会員250)4048
皇20吉岡邦二日本松林の生態学的研究600〃

52

皇21辻隆道時間研究のやり方3002453
言22岡崎文彬訳モミ林一面積を基にした択伐作業一
皇 1801655
： 57

ﾐ林業普及(技術)ｼﾘーズ(鱸織鱸編）:：皇

一

: No．72

言2岸本定吉僻腎驫炭窯の構築に就て258173
＝

皇

言8藤林誠・外2名ヒノキの抜根に関する研究40〃74
言9堀岡・菊地合板用ウイスコース接着剤30〃77
畠12藤田信夫とちの化学20〃80

：16犬飼・上田森林と野鼠20〃81
二

言19小倉武夫木材の乾燥8016 82

言21内田憲木炭の話308 83

皇22伊藤溝三特殊林産物の需給と栽培(需給綱)5016 84
＝

；28米沢・蕊雌パルプの話608 85

昭
８
妬
８
鰯

豆

I
尋3O伊藤満三特殊林産物の需給と栽培儲磁繍)'301$＄，皇 90

着35永井行夫しいたけ100(会員90)"91営

言4l上田弘一郎竹林の仕立方90("80)8"昌

皇45石川健康日本の有名松160("150)2495害

言46弁上楊一郎草地とその改良110("100)16"三

号48中原二郎すぎばむし100（〃90)896

？

三

言
こ そ の他 |':i宮

一

ミエス・ウエー・ゾン箸
：（遠藤健治郎訳）森赫と土壌ヨ0,,41l::
亨木本氏房航空写真測量1300実費三

1300実審109

皇林野庁監修空中写真判読基準カー1了 1000〃110

皇日林協編滞瑛樹一覧表（1）120161]1
冒井上元則欧米森林虫害事情視察記32024112

言林野庁監修空中写真判読墓望隻カード 1000〃110

言調査団編北海道風害森林総合調査報告1300実識113
言調査団編石狩ﾉ1l源流原生林総合調査報告1300"114
山林局．日林協編林業用度量換憩算表150(会員135)16115
梅田三樹男6郷職国家公務員試談について25円(〒共）120
日林協繍林業ノー1、（昭和34年度版)9016121
日林協「林業掬桁」綴込表紙30"122

〃ファイル150（〒共）123〃
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最新刊

⑤吉田好彰監修280頁伽350

木 場の歴史 (月刊）7月号7月1日発売(B5)

林業．木材関連産業のことなら何てもわかる東京木材業の発端から，旧幕時代にお

ける業態の推移を解説した唯一の雷.／ 定価本号に限り1部150円・前払半年570円・1年1,080円（〒共）
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	表1

	1959年6月号目次

	農林漁業基本問題調査会について

	生産力増強計画と蓄積経理

	ポプラ栽培普及の問題点

	ユーカリ造林試験の歩みをかえりみて

	多量元素による林木の増産

	苗畑土壌調査の実行について

	スギ林における断幹･剪定･摘芯による育林法の珍らしい2,3の実例

	北海道における私有林経営計画の一例

	林業種子の活力を決定する新らしい一般向き染料

	中国考察団を迎えて

	諸外国の種苗政策_スエーデンにおける林木種子採集ならびに種苗取引

	こだま_北海道と森林

	最近の話題／協会からのお知らせ

	表3対向

	表3

	表4


